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平成26年7月8日

都道府県医師会

介護保険担当理事　殿

日本医師会常任理事

　鈴　木　邦　彦

「地域における医療及び介護の総合的な確保を推進するための関係法律の

　整備等に関する法律」の一部の施行等について（介護保険関連）

　時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。

　「地域における医療及び介護の総合的な確保を推進するための関係法律の整備等に関する

法律」　（医療介護総合確保推進法）につきましては、本年7月2日付日医発第344号（地1

98）（介26）「「地域における医療及び介護の総合的な確保を推進するための関係法律の整備

等に関する法律」の一部の施行等について」にてご連絡申し上げたところですが、今般、当

該法改正に係る介護保険関連部分につきまして厚生労働省老健局より通知等が発出されまし

たのでご連絡申し上げます。

　介護保険サービスを提供する医療機関に関係する内容といたしましては、①介護予防訪問

介護および介護予防通所介護の介護予防・目常生活支援総合事業（以下、総合事業）への移

行、②小規模通所介護事業所の地域密着型サービスヘの位置づけ、について記載されており

ます。

　具体的には、

　①現行では介護予防サービスである介護予防訪問介護および介護予防通所介護を、平成2

7年4月1日より総合事業に移行し、平成29年度までに全ての市町村で実施することとな

ります。その際、施行目前目に介護予防訪問介護等を行う事業者は、別段の申し出がない場

合、施行目において総合事業の指定を受けたものとみなす経過措置が設けられます。

　②現行の通所介護のうち、利用定員が厚生労働省令で定める数未満のものを、平成28年

4月1目までの間で政令で定める日より地域密着型通所介護として地域密着型サービスに位

置づけられることとなります。施行の際に既に利用定員が厚生労働省令で定める数未満の通

所介護を行う事業所は、別段の申し出がない場合、地域密着型通所介護の指定を受けたもの



とみなす経過措置が設けられます。

つきましては、貴会におかれましても本内容をご了知いただき、貴会傘下の郡市区医師会

への周知方宜しくお願い申し上げます。

　（添付資料）

・「地域における医療及び介護の総合的な確保を推進するための関係法律の整備等に関する法律の施

　行に伴う厚生労働省関係省令の整備等に関する省令」の施行等に伴う留意事項について

　　（平26．6．25老介発0625第1号、老振発0625第1号　厚生労働省老健局介護保険計画課長、振

　　興課長　通知）

・介護予防・日常生活支援総合事業及び地域密着型通所介護に係る経過措置について

　　（平26．6．25事務連絡　厚生労働省老健局振興課）



老介発0625第1号
老振発0625第1号
平成26年6月25日

各都道府県介護保険主管部（局）長　殿

厚生労働省老健局介護保険計画課長

　　　　　　　振　興　課　長

　　　　　　　（公印省略）

「地域における医療及び介護の総合的な確保を推進するための関係法律

の整備等に関する法律の施行に伴う厚生労働省関係省令の整備等に関す

る省令」の施行等に伴う留意事項について

　「地域における医療及び介護の総合的な確保を推進するための関係法律の整

備等に関する法律の施行に伴う厚生労働省関係省令の整備等に関する省令」　（

平成26年厚生労働省令第71号。以下「整備省令」という。）については、本日

公布され、本日から施行することとされており、その概要については、　「「地

域における医療及び介護の総合的な確保を推進するための関係法律の整備等に

関する法律」の一部の施行等について」　（平成26年6月25日付け医政発0625第

1号・社援発0625第1号・老発0625第1号）により、既にお示ししているとこ

ろです。

　あわせて、　「地域における医療及び介護の総合的な確保を推進するための関

係法律の整備等に関する法律の施行に伴う厚生労働省関係告示の整備等に関す

る告示」　（平成26年厚生労働省告示第266号。以下「整備告示」という。）に

ついては、本日公布され、本日から適用することとされています。

　これらの改正等に伴う留意事項は下記のとおりですので、貴職におかれまし

ては、これを御了知いただくとともに、管内市町村等に周知をお願いいたしま
す。

記

第一　特定入所者介護（予防）サービス費の特例措置

　1　介護保険法施行規則等の一部改正（整備省令第2条、第3条及び第7条
　　関係）
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　地域における医療及び介護の総合的な確保を推進するための関係法律

の整備等に関する法律（平成26年法律第83号。以下「医療介護総合確保

推進法」という。）第5条の規定による改正後の介護保険法（平成9年

法律第123号。以下「法」という。）第51条の3第1項及び第61条の3第

1項の規定により、特定入所者介護（予防）サービス費の支給に当たり

資産をしん酌することとしている（平成27年8月1日から施行：医療介

護総合確保推進法附則第1条第4号）。

　これに伴い、制度移行期である平成27年7月において、特定入所者介

護（予防）サービス費の支給に係る認定について保険者の事務負担を軽

減する等の観点から、本年7月1日に行う認定については、平成27年7

月末日までの13ヶ月間を対象として行うことができるよう、特例措置を

設けるものとすること。

　具体的には、介護保険法施行規則（平成11年厚生省令第36号）に規定

する特定入所者介護（予防）サービス費の受給要件について、それぞれ、

平成27年7月にサービスを受けた被保険者については前年度の課税情報

（前々年の所得）により認定するものとすること。　（附則第27条から第3

0条まで関係）

　また、これに伴い、次に掲げる省令について、必要な規定の整備を行

うこと。

①健康保険法等の一部を改正する法律附則第130条の2第1項の規定によ

　りなおその効力を有するものとされた介護保険法施行規則

②介護保険法施行規則の一部を改正する省令（平成18年厚生労働省令第1

　06号）

2　厚生労働大臣が定める旧措置入所者の所得の区分及び割合（平成17年厚

　生労働省告示第409号）等の一部改正（整備告示第3から第7まで関係）

　　第一の1に掲げる介護保険法施行規則の改正により、特定入所者介護

　　（予防）サービス費の支給に係る認定の特例措置を設けることに伴い、

　　次に掲げる告示で定める旧措置入所者の負担割合、食費・居住費の標準

　負担額等についても、平成27年7月にサービスを受けた被保険者につい

　　ては前年度の課税情報（前々年の所得）により認定するものとすること。

　①厚生労働大臣が定める旧措置入所者の所得の区分及び割合

　②介護保険法第51条の3第2項第1号及び第61条の3第2項第1号に規
　　定する食費の負担限度額（平成17年厚生労働省告示第413号）

　③介護保険法第51条の3第2項第2号に規定する居住費の負担限度額及

　　び同法第61条の3第2項第2号に規定する滞在費の負担限度額（平成1
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　7年厚生労働省告示第414号）

④介護保険法施行法第13条第5項第1号に規定する食費の特定負担限度

　額（平成17年厚生労働省告示第417号）

⑤介護保険法施行法第13条第5項第2号に規定する居住費の特定負担限

　度額（平成17年厚生労働省告示第418号）

3　その他の留意事項

　　　平成27年8月1日以降は恒常的に認定の更新時期を8月1日とするこ

　　ととしており、追って、そのための省令及び告示の本則改正並びに関係

　　通知の改正を行う予定であること。

二
1

第 介護予防・日常生活支援総合事業、地域密着型通所介護等の経過措置

介護予防・日常生活支援総合事業の経過措置（整備省令附則第2条関係）

　医療介護総合確保推進法による法改正により、介護予防サービスのうち

介護予防訪問介護及び介護予防通所介護（以下「介護予防訪問介護等」と

いう。）を介護予防・日常生活支援総合事業（以下「総合事業」という。

）に移行し、平成29年度までに全ての市町村で実施することとしている。

　その際、医療介護総合確保推進法附則第13条により、介護サービス事業

者及び市町村の負担軽減のため、総合事業に係る規定の施行日の前日（平

成27年3月31日）において、介護予防訪問介護等に係る指定介護予防サー

ビスを行う事業者は、施行日（同年4月1日）において総合事業の指定を

受けたものとみなす経過措置が設けられている。

介護予防訪問介護に係る指定介護

予防サービス事業者に係る指定

介護予防通所介護に係る指定介護

予防サービス事業者に係る指定

訪問型サービス（第1号訪問事

業）に係る事業者の指定

通所型サービス（第1号通所事

業）に係る事業者の指定

　しかし、当該事業者が施行日の前日までに、以下の方法により別段の申

出をしたときは、この限りでないとされている（医療介護総合確保推進法

附則第13条ただし書及び整備省令附則第2条）。

　次の事項を記載した申出書を当該申出に係る事業所の所在地を管轄する

都道府県知事及び市町村長（他の市町村の被保険者が利用している場合に

は、当該他の市町村の長を含む。）に提出して行う。

　ただし、指定都市又は中核市（以下「指定都市等」という。）の区域に

所在する事業所に係る申出については、指定都市等の長に提出して行う。

①当該申出に係る指定介護予防サービス事業者の事業所の名称及び所在地

　並びにその代表者及び管理者の氏名及び住所
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②医療介護総合確保推進法附則第13条本文に係る指定を不要とする旨

2　地域密着型通所介護の経過措置（整備省令附則第4条関係）

　　　医療介護総合確保推進法による法改正により、通所介護のうち、利用定

　　員が厚生労働省令で定める数未満のものについて、地域密着型通所介護と

　　して地域密着型サービスに位置付けることとしている。

　　　その際、医療介護総合確保推進法附則第20条第1項により、介護サービ

　　ス事業者及び市町村の負担軽減のため、地域密着型通所介護に係る規定の

　　施行（平成28年4月1日までの間であって政令で定める日）の際、現に指

　　定を受けている通所介護（利用定員が改正後の法第8条第7項の厚生労働

　　省令で定める数未満であるものに限る。）の事業を行う者は、施行日にお

　　いて当該事業所の所在地の市町村（他の市町村の被保険者が利用していた

　　場合は、当該他の市町村を含む。）の長から地域密着型通所介護に係る指

　　定を受けたものとみなす経過措置が設けられている。

　　　しかし、当該事業者が施行日の前日までに、以下の方法により別段の申

　　出をしたときは、この限りでないとされている（医療介護総合確保推進法

　　附則第20条第1項ただし書及び整備省令附則第4条）。

　　　次の事項を記載した申出書を当該申出に係る事業所の所在地を管轄する

　　都道府県知事及び市町村長（他の市町村の被保険者が利用している場合に

　　は、当該他の市町村の長を含む。）に提出して行う。

　　　ただし、指定都市等の区域に所在する事業所に係る申出については、指

　　定都市等の長に提出して行う。

　　①当該申出に係る指定居宅サービス事業者の事業所の名称及び所在地並び

　　　にその代表者及び管理者の氏名及び住所

　　②医療介護総合確保推進法附則第20条第1項本文に係る指定を不要とする

　　　旨

3　介護予防・日常生活支援総合事業等の実施の猶予

　　　総合事業に係る規定の施行日は、平成27年4月1日とされているが、市

　　町村の条例で定める場合には、平成29年3月31日までの間において当該条

　　例で定める日までの間については、その実施を猶予することが可能となつ

　　ている（医療介護総合確保推進法附則第14条第1項）。

　　　また、医療介護総合確保推進法による法改正後の第115条の45第2項第

　　4号から第6号までに規定する在宅医療・介護連携推進事業、生活支援体

　制整備事業及び認知症総合支援事業（以下r在宅医療・介護連携推進事業

　　等」という。）に係る規定についても、その施行日は平成27年4月1日と
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されているが、市町村の条例で定める場合には、平成30年3月31日までの

間において当該条例で定める日までの間については、その実施を猶予する

ことが可能となっている（医療介護総合確保推進法附則第14条第3項から

第5項まで）。

4　その他の留意事項

　　　医療介護総合確保推進法のうち、総合事業及び在宅医療介護連携推進事

　　業等並びに地域密着型通所介護に係る規定の施行日は、平成27年4月1日

　　及び平成28年4月1日までの間であって政令で定める日であるが、1及び

　　2の申出及び3の準備行為（条例制定など）に係る規定についてはいずれ

　　も医療介護総合確保推進法の公布日から施行される。

5



64（号外第窪41号）報官水曜日平成26年6月25日
O
厚
生
労
働
省
令
第
七
十
一
号

　
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成

二
十
六
年
法
律
第
八
十
三
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
の
促
進
に

関
す
る
法
律
（
平
成
元
年
法
律
第
六
十
四
号
）
第
四
条
第
二
項
第
二
号
イ
、
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十

三
号
）
第
五
十
一
条
の
三
第
一
項
及
び
第
六
十
一
条
の
三
第
一
項
、
診
療
放
射
線
技
師
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二

百
二
十
六
号
）
第
二
十
六
条
第
二
項
第
二
号
、
介
護
保
険
法
施
行
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
四
号
）
第
十
三
条
第

五
項
並
び
に
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法

律
附
則
第
十
三
条
た
だ
し
酵
及
び
第
二
十
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の

総
合
的
な
確
保
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整

備
等
に
関
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　
平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
田
村
　
憲
久

　
　
　
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の

　
　
　
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
等
に
関
す
る
省
令

　
（
地
域
に
お
け
る
公
的
介
護
施
設
等
の
計
画
的
な
整
備
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条
地
域
に
お
け
る
公
的
介
護
施
設
等
の
計
画
的
な
整
備
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
元
年
厚
生

　
省
令
第
三
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　
　
　
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

　
　
第
一
条
の
見
出
し
中
「
第
二
条
第
二
項
」
を
「
第
二
条
第
三
項
…
に
改
め
、
同
条
中
「
地
域
に
お
け
る
公
的
介
護

　
施
設
等
の
計
画
的
な
整
備
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
を
皿
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
の
促

　
進
に
関
す
る
法
律
」
に
、
「
第
二
条
第
二
項
」
を
「
第
二
条
第
三
項
」
に
、
…
同
条
第
一
項
」
を
「
同
条
第
二
項
」
に
改

　
め
る
、
、

　
　
第
二
条
（
見
出
し
を
含
む
．
、
）
中
「
第
二
条
第
三
項
第
三
号
イ
…
を
「
第
二
条
第
四
項
第
三
号
イ
」
に
改
め
る
．
、

　
　
第
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
、

　
　
（
法
弟
四
条
第
二
項
第
二
号
イ
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
勝
）

　
第
三
条
　
法
第
四
条
第
二
項
第
二
号
イ
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
勝
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　
一
　
老
人
福
祉
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
三
十
三
号
）
第
二
十
条
の
四
に
規
定
す
る
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　
尋
　
一

　
　
第
四
条

　
窮
し
号
中
「
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
ご

　
　
第
五
条

　
　
第
六
条

　
第
六
号
中

　
中
「
公
的
介
護
施
設
等
を
整
備
す
る

　
　
第
七
条
及
び
第
八
条
を
削
る
。

　
　
第
九
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
第
十
一
条
第
二
項
第
十
号
」
を
「
第
十
三
条
第
二
項
第
十
号
」
に
改
め
、
同
条

　
を
第
七
条
と
す
る
、

　
　
第
十
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
第
二
十
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
二
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第

　
十
二
条
一
を
「
第
十
四
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
八
条
と
す
る
。

　
　
第
十
一
条
中
「
第
二
十
一
条
第
一
項
』
を
「
第
二
十
三
条
第
一
項
一
に
、
「
第
十
一
条
第
一
項
、
第
十
三
条
第
一
項
」

　
を
「
第
十
三
条
第
一
項
、
第
十
五
条
第
一
項
」
に
、
「
第
十
五
条
第
二
項
」
を
「
第
十
ヒ
条
第
二
項
」
に
、
「
第
十
四
条

　
第
一
項
」
を
「
第
十
六
条
第
一
項
」
に
、
「
第
十
八
条
第
二
項
」
を
「
第
二
十
条
第
二
項
』
に
、
「
第
十
五
条
第
一
項
、

　
第
十
六
条
、
第
十
七
条
、
第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
十
九
条
｝
を
「
第
十
ヒ
条
第
一
項
、
第
十
八
条
、
第
十
九
条
、

　
第
二
十
条
第
一
項
及
び
第
二
十
一
条
一
に
改
め
、
同
条
を
第
九
条
と
す
る
、

　
（
介
護
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条
介
護
保
険
法
施
行
規
則
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
．
、

　
　
第
百
二
十
六
条
の
十
二
第
一
号
中
「
第
百
二
十
六
条
の
八
」
を
「
第
百
二
十
六
条
の
十
」
に
改
め
る
．

　
　
附
則
第
二
十
七
条
第
一
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
こ
の
条
㎜
の
下
に
「
及
び
附
則
第
三
十
条
」
を
加
え
る
．
．

　
　
附
則
に
次
の
三
条
を
加
え
る
．
．

　
　
（
法
第
五
十
一
条
の
三
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
介
護
被
保
険
者
の
特
例
）

　
第
二
十
八
条
　
特
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
日
の
属
す
る
月
が
平
成
二
十
し
年
ヒ
月
で
あ
る
法
第
五
十
一
条
の
三

　
　
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
介
護
被
保
険
者
に
係
る
第
八
十
三
条
の
五
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

　
　
同
条
中
「
四
月
か
ら
六
月
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
四
月
か
ら
ヒ
月
ま
で
｝
と
、
コ
月
か
ら
六
月
ま
で
』
と
あ
る
の

　
　
は
二
月
か
ら
ヒ
月
ま
で
隔
と
す
る
．
、

　
　
老
人
福
祉
法
第
二
十
条
の
五
に
規
定
す
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　
老
人
福
祉
法
第
二
十
条
の
六
に
規
定
す
る
軽
費
老
人
ホ
ー
ム

　
　
老
人
福
祉
法
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
有
料
老
人
ホ
ー
ム

　
　
前
各
号
に
掲
げ
る
場
所
の
ほ
か
、
医
療
を
受
け
る
者
が
療
養
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
場
所
で
あ
っ
て
、

　
医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
一
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
医
療
提
供
施
設
以
外
の
場
所

　
　
　
（
見
出
し
を
含
む
．
、
）
中
「
第
四
条
第
二
項
第
二
号
イ
』
を
「
第
五
条
第
二
項
第
二
号
ロ
」
に
改
め
、
同
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
十
三
号
）
」
を
削
る
）

　
　
　
（
見
出
し
を
含
む
．
。
）
中
「
第
四
条
第
二
項
第
二
号
ロ
一
を
「
第
五
条
第
二
項
第
二
号
ハ
」
に
改
め
る
．

　
　
　
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
第
四
条
第
二
項
第
二
号
ひ
を
「
第
五
条
第
二
項
第
二
号
二
」
に
改
め
、
同
条

　
　
　
「
第
四
条
第
二
項
第
二
号
イ
又
は
ロ
」
を
「
第
五
条
第
二
項
第
二
号
日
文
は
ハ
」
に
改
め
、
同
条
第
七
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
を
「
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
の
た
め
の
」
に
改
め
る
。

二三四五
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（
法
第
六
十
一
条
の
三
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
の
特
例
）

　
第
二
十
九
条
特
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
日
の
属
す
る
月
が
平
成
二
十
七
年
七
月
で
あ
る
法
第
六
十
一
条

　
　
の
三
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
に
係
る
第
九
十
七
条
の
三
の
規
定
の
適
川
に
つ

　
　
い
て
は
、
同
条
中
「
四
月
か
ら
六
月
ま
で
」
と
あ
る
の
は
、
「
四
月
か
ら
ヒ
月
ま
で
」
と
す
る
．
、

　
　
（
特
別
養
護
老
入
ホ
ー
ム
の
旧
措
置
入
所
者
に
関
す
る
経
過
措
置
の
特
例
）

　
第
三
十
条
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
（
法
第
四
十
八
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
指
定
介
護
福
祉
施
設

　
　
サ
ー
ビ
ス
を
い
う
。
）
を
受
け
る
日
の
属
す
る
月
が
平
成
二
十
七
年
七
月
で
あ
る
施
行
法
第
十
三
条
第
五
項
の
厚
生

　
　
労
働
省
令
で
定
め
る
要
介
護
旧
据
置
入
所
者
に
係
る
第
百
七
十
二
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
第
八
レ
三
条
の
五

　
　
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
四
月
か
ら
六
月
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
四
月
か
ら
七
月
ま
で
」
と
、
二

　
　
月
か
ら
六
月
ま
で
」
と
あ
る
の
は
コ
月
か
ら
ヒ
月
ま
で
」
と
す
る
。

　
（
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
百
三
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す

　
る
も
の
と
さ
れ
た
介
護
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条
　
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
八
十
三
号
）
附
則
第
百
三
十
条
の
二
第
一

　
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
介
護
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

　
る
。

　
　
附
則
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　
　
（
法
第
五
十
一
条
の
三
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
介
護
被
保
険
者
の
特
例
）

　
第
二
十
八
条
特
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
日
の
属
す
る
月
が
平
成
二
十
ヒ
年
七
月
で
あ
る
法
第
五
レ
一
条
の
三

　
　
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
介
護
被
保
険
者
に
係
る
第
八
十
三
条
の
五
の
規
定
の
適
川
に
つ
い
て
は
、

　
　
同
条
中
「
四
月
か
ら
六
月
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
四
月
か
ら
七
月
ま
で
」
と
、
二
月
か
ら
六
月
ま
で
」
と
あ
る
の

　
　
は
コ
月
か
ら
七
月
ま
で
」
と
す
資
、

　
（
診
療
放
射
線
技
師
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条
診
療
放
射
線
技
師
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
厚
生
省
令
第
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

　
る
。

　
　
第
三
章
の
章
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　
　
　
第
三
章
業
務
等

　
　
第
三
章
中
第
十
六
条
の
前
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　
　
（
法
第
二
十
六
条
第
二
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
検
査
）

　
第
十
五
条
の
二
　
法
弟
二
十
六
条
第
二
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
検
査
は
、
胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
（
コ

　
　
ン
ピ
ュ
一
夕
断
層
撮
影
装
置
を
刷
い
た
も
の
を
除
く
。
．
）
と
す
る
。

　
（
老
人
福
祉
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
五
条
　
老
人
福
祉
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
八
年
厚
生
省
令
第
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
第
一
条
の
二
中
「
地
域
に
お
け
る
公
的
介
護
施
設
等
の
計
画
的
な
整
備
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
を
「
地
域
に

　
お
け
る
医
療
及
ひ
介
護
の
総
合
的
な
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
に
、
「
第
二
条
第
三
項
第
三
号
」
を
「
第
二
条
第

　
四
項
第
三
号
」
に
改
め
る
。

　
（
厚
生
労
働
省
組
織
規
則
の
一
部
改
正
）

第
六
条
　
厚
生
労
働
省
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
ザ
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
．
．

　
　
第
ヒ
百
ヒ
条
第
七
十
五
号
中
「
地
域
に
お
け
る
公
的
介
穫
施
設
等
の
計
画
的
な
整
備
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」

　
を
「
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
に
、
「
第
十
一
条
第
一
項
」
を
㎜
，
第

　
十
三
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
ヒ
十
六
号
中
「
地
域
に
お
け
る
公
的
介
護
施
設
等
の
計
画
的
な
整
備
等
の
促
進

　
に
関
す
る
法
律
第
十
六
条
」
を
「
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
十
八

　
条
」
に
改
め
る
．
、

　
　
第
七
百
十
、
一
条
第
二
十
六
号
中
「
地
域
に
お
け
る
公
的
介
護
施
設
等
の
計
画
的
な
整
備
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律

　
第
十
一
条
第
一
項
」
を
「
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
十
三
条
第
一

　
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
七
号
中
皿
地
域
に
お
け
る
公
的
介
護
施
設
等
の
計
画
的
な
整
備
等
の
促
進
に
関
す
る
法

　
律
第
十
六
条
」
を
「
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
十
八
条
　
に
改
め

　
る
．
、

　
（
介
護
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
七
条
　
介
護
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
六
号
）
の
一
部
を
次

　
の
よ
う
に
改
正
す
る
．
、

　
　
附
則
第
三
条
中
「
第
百
ヒ
十
二
条
の
二
の
規
定
』
の
下
に
「
並
び
に
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な

　
確
保
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
等
に

　
関
す
る
省
令
（
平
成
二
十
六
年
厚
生
労
働
省
令
第
七
十
一
号
）
に
よ
る
改
正
後
の
介
護
保
険
法
施
行
規
則
附
則
第
三

　
十
条
の
規
定
一
を
、
「
、
「
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
』
と
あ
る
の
は
「
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
又
は
指
定
介

　
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
」
と
」
の
下
に
「
、
附
則
第
三
十
条
中
「
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
○
と
あ
る
の
は

　
「
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
（
法
弟
八
条
第
二
十
一
項
に
規
定
す
る
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
生

　
活
介
護
に
限
る
．
、
）
又
は
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
（
」
と
」
を
加
え
る
。

　
（
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
一
部
改
血
）

第
八
条
　
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
三
年
厚
生
労
働
省
令
第

　
百
二
十
六
・
ご
の
］
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
．
、

　
　
附
則
第
二
条
第
三
項
中
「
平
成
二
十
ヒ
年
三
月
三
十
一
日
｝
を
「
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
、

　
　
附
則
第
五
条
中
「
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
」
を
「
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
」
に
改
め
る
。

　
（
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
等
の
一
部
改
正
）

第
九
条
　
次
に
掲
げ
る
省
令
の
規
定
中
「
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
」
を
…
，
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
」
に
改
め
る
．

　
一
　
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
三
年
厚
生
労
働
省
令
第

　
　
百
三
十
二
号
）
附
則
第
一
条

　
二
　
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
施
行
規
則
及
び
精
神
保
健
福
祉
士
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

　
　
（
平
成
二
十
五
年
厚
生
労
働
省
令
第
二
十
二
号
）
附
則
第
一
条

　
　
　
附
　
則

　
（
施
行
期
日
）

第
一
条
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
．

　
（
改
正
法
附
則
第
十
三
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
別
段
の
申
出
）

第
二
条
　
介
護
保
険
法
第
五
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

　
「
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
」
と
い
う
．
）
で
あ
っ
て
、
同
法
第
八
条
の
三
筆
二
項
に
規
定
す
る
介
護
予
防
訪

　
問
介
護
又
は
同
条
第
ヒ
項
に
規
定
す
る
介
護
予
防
通
所
介
護
を
行
う
も
の
に
係
る
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の

　
総
合
的
な
確
保
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
皿
改
正
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
十

　
三
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
別
段
の
申
出
は
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
申
出
淋
を
当
該
申
出
に
係
る
指
定
介
護
予

　
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
及
び
市
町
村
長
（
他
の
市
町
村
が
行
う
介
護

　
保
険
の
被
保
険
者
が
当
該
申
出
に
係
る
指
定
弁
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
場
合
に
は
、
当
該
他
の
市
町
村

　
の
長
を
含
む
■
、
）
に
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
．
、

　
一
　
当
該
申
出
に
係
る
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地
並
び
に
そ
の
代
表
者
及
び

　
　
管
理
者
の
氏
名
及
び
住
所

　
二
　
改
正
法
附
則
第
十
三
条
本
文
に
係
る
指
定
を
不
要
と
す
る
旨

2
　
指
定
都
市
又
は
中
核
市
の
区
域
に
所
在
す
る
事
業
所
に
係
る
申
出
を
す
る
場
合
に
お
け
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に

　
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
都
道
府
県
知
事
及
び
市
町
村
長
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
都
市
又
は
中
核
市
の
長
」
と
す
る
、
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第
三
条
　
介
護
保
険
法
第
五
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
指

　
定
介
護
予
防
支
援
事
業
者
」
と
い
う
。
）
で
あ
っ
て
、
同
法
第
八
条
の
二
第
十
八
項
に
規
定
す
る
介
護
予
防
支
援
を
行

　
う
も
の
に
係
る
改
正
法
附
則
第
十
三
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
別
段
の
申
出
は
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
申
出
苫

　
を
当
該
申
出
に
係
る
指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
者
の
指
定
を
し
た
市
町
村
長
に
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

　
一
　
当
該
申
出
に
係
る
指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
者
の
事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地
並
び
に
そ
の
代
表
者
及
び
管
理

　
　
者
の
氏
名
及
び
住
所

　
二
　
改
正
法
附
則
第
十
三
条
本
文
に
係
る
指
定
を
不
要
と
す
る
旨

　
（
改
正
法
附
則
第
二
十
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
申
出
）

第
四
条
　
改
正
法
附
則
第
二
十
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
別
段
の
申
出
は
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
申
出
書

　
を
当
該
申
出
に
係
る
介
護
保
険
法
第
四
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
（
以
下
こ
の
項
に

　
お
い
て
「
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
」
と
い
う
、
）
の
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
及
び
市
町
村

　
長
（
他
の
市
町
村
が
行
う
介
護
保
険
の
被
保
険
者
が
当
該
申
出
に
係
る
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
場
合

　
に
は
、
当
該
他
の
市
町
村
の
長
を
含
む
。
）
に
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

　
一
　
当
該
申
出
に
係
る
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地
並
び
に
そ
の
代
表
者
及
び
管
理

　
　
者
の
氏
名
及
び
住
所

　
二
　
改
正
法
附
則
第
二
十
条
第
一
項
本
文
に
係
る
指
定
を
不
要
と
す
る
旨

2
　
指
定
都
市
又
は
中
核
市
の
区
域
に
所
在
す
る
事
業
所
に
係
る
申
出
を
す
る
場
合
に
お
け
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に

　
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
都
道
府
県
知
事
及
び
市
町
村
長
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
都
市
又
は
中
核
市
の
長
」
と
す
る
．
、

　
（
経
過
措
置
）

第
五
条
　
改
正
法
附
則
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
改
正
法
第
一
条
の
規

　
定
に
よ
る
改
正
前
の
地
域
に
お
け
る
公
的
介
護
施
設
等
の
計
画
的
な
整
備
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
元
年
法

　
律
第
六
十
四
号
）
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
地
域
に

　
お
け
る
公
的
介
護
施
設
等
の
計
画
的
な
整
備
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
八
条
の
規
定
は
、
こ
の
省
令
の

　
施
行
後
も
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
中
「
市
町
村
整
備
計
画
交
付
金
」
と
あ
る
の

　
は
「
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
犠
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平

　
成
二
十
六
年
法
律
第
八
十
三
号
）
附
則
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
同

　
法
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
地
域
に
お
け
る
公
的
介
護
施
設
等
の
計
画
的
な
整
備
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律

　
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
旧
介
護
施
設
整
備
法
」
と
い
う
。
）
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
交
付
金
」
と
、
「
法
第

　
三
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
旧
介
護
施
設
整
備
法
第
三
条
第
一
項
」
と
、
「
市
町
村
整
備
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
旧

　
介
護
施
設
整
備
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
市
町
村
整
備
計
画
」
と
す
る
。



地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の

整
備
等
に
関
す
る
省
令
　
新
旧
対
照
条
文
　
目
次

　
　
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
二
十
六
号
）
　
（
抄
）

　
二
号
）
　
（
抄
）
　
（
第
九
第
二
号
条
関
係
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
5

0
　
地
域
に
お
け
る
公
的
介
護
施
設
等
の
計
画
的
な
整
備
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
元
年
厚
生
省
令
第
三
十
四
号
）
　
（
抄
）

　
（
第
一
条
関
係
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
介
護
保
険
法
施
行
規
則
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
三
十
六
号
）
　
（
抄
）
　
（
第
二
条
関
係
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5

00
　
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
八
十
三
号
）
附
則
第
百
三
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す

　
る
も
の
と
さ
れ
た
介
護
保
険
法
施
行
規
則
（
抄
）
　
（
第
三
条
関
係
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7

　
　
診
療
放
射
線
技
師
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
厚
生
省
令
第
三
十
三
号
）
　
（
抄
）
　
（
第
四
条
関
係
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8

　
　
老
人
福
祉
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
八
年
厚
生
省
令
第
二
十
八
号
）
　
（
抄
）
　
（
第
五
条
関
係
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

　
　
厚
生
労
働
省
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
一
号
）
　
（
抄
）
　
（
第
六
条
関
係
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
介
護
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
六
号
）
　
（
抄
）
　
（
第
七
条
関
係
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

00000　
（
第
八
条
関
係
）
・
：
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
3

0
　
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
三
十
二
号
）
　
（
抄
）
　
（
第
九
条

　
第
一
号
関
係
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
4

0
　
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
施
行
規
則
及
び
精
神
保
健
福
祉
士
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
五
年
厚
生
労
働
省
令
第
二
十



○

地
域
に
お
け
る
公
的
介
護
施
設
等
の
計
画
的
な
整
備
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

（
第
一
条
関
係
）

（
平
成
元
年
厚
生
省
令
第
三
十
四
号
）
　
（
抄
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

第 第 第
一1次　の
三
条 （
法

又し入二＿
ﾍく浴条法 醒鍋雛1薙

老 と 第 そは　’ 第 く第 を実設＿ 第 律 地
人 お 法 四 の精給法二 。二 営情又以地 二 施 域
福 り 第 条 者神食第 条 ）項 むには下城 条 行 に
祉 と 四 第 を上　’二 第 とにこ応設rに 第 規 お 改

法 す 条 二 現の介条 四 す規とじ備法お 三 則 け

（
昭

る
。
第
二
項
第
に障護第
{害方四

項
第

る定が　’は一け。すで主　’とる 項
の

る
医

和 項 二 護が法項 三 るきと地い医 厚 療

三 第 号 すあの第 号 介るし域う療 生 及
十 二 イ るつ指三 イ 護よてに 。及 労 び
八 号 の 者て導号 の 給う老お）び 働 介

年 イ 厚 に日　’イ 厚 付支人け第 介 省 護
法 の 生 必常生の生 等援がる二 護 Aη の 正

律 厚 労 要生活厚労 対す当創条 の で 総
第 生 働 な活指生働 象る該意第 総 定 A

口
百 労 省 便を導労省 サ事地工三 A

口
め 的

三 働 A
刀 宜営　’働令 1業域夫項 的 る な

十 省 で とむ養省で ビににをのな 施 確
三 A

羽
定 すの護令定 ス係お生厚確 設 保

口
万 で め るにそでめ 等るいか生保 又 の

） 定 る 。支の定る を施てし労の は 促
第 め 場 障他め便 提設自つ働促 壬几

X 進 案

二 る 所 がのる宜 供又立っ省進 備 に

十 場 ） あ身便） すはし　’令に ） 関
条 所 る体宜 る設た当で関 す
の は 老上は 施備日該定す る

四
、

人若　’ 設＿常地める 法

第 第 第
第 三
（ 又し入二＿ 施備日該定す 一 （五 条 法 はく浴条法 設＿常地める 条法

条 第 そは　’ 第 を同 生域る法 第 る 地
第 法 三 の精給法二 除条 活の施律 地 二 法 域
二 第 条 者神食第 条 く第 を実設＿域 条 律 に 現
項 三 第 を上　’二 第 〇一 営情又以に 第 施 お
の 条 二 現の介条 三 ）項 むには下お 二 行 け
上
父
第 項 に障護第 項 とにこ応設rけ 項 規 る

付 二 第 養害方三 第 す規とじ備法る の 則 公
金 項 三 護が法項 三 る定が　’は一公 厚 的

の 第 号 すあの第 口
万 oすで主　’と的 生 介

交 三 の るつ指三 イ るきと地い介 労 護
付 号 厚 者て導号 の 介るし域う護 働 施
に の 生 に日　’イ 厚 護よてに 。施 省 設
関 厚 労 必常生の生 給う老お）設 A

刀
等

す 生 働 要生活厚労 付支人け第 等 で の
る 労 省 な活指生働 等援がる二 の 定 計
基 働 A

－ 便を導労省 対す当創条 計 め 画
本 省 で 宜営　’働令 象る該意第 画 る 的

的 A
－
定 とむ養省で サ事地工二 的 施 な

事 で め すの護令定 1業域夫項 な 設 整

項 定 る るにそでめ ビににをの整 又 備
と め 事 o支の定る ス係お生厚備 は 等

す る 項 障他め便 等るいか生等 壬几

ｲ の 行
る 事 ） がのる宜 を施てし労の 備 促
o 項 あ身便） 提設自っ働促 ） 進
は る体宜 供又立つ省進 に
、

老上は すはし　’令に 関

法 人若　’ る設た当で関 す
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五四　　一　　　 ＿　　　　　一　　　一
に
規
定
す
る
養
護
老
人
ホ
ー
ム

老
人
福
祉
法
第
二
十
条
の
五
に
規
定
す
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

老
人
福
祉
法
第
二
十
条
の
六
に
規
定
す
る
軽
費
老
人
ホ
ー
ム

老
人
福
祉
法
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
有
料
老
人
ホ
ー
ム

前
各
号
に
掲
げ
る
場
所
の
ほ
か
、
医
療
を
受
け
る
者
が
療
養
生
活
を
営

む
こ
と
が
で
き
る
場
所
で
あ
っ
て
、
医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二

百
五
号
）
第
一
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
医
療
提
供
施
設
以
外
の
場
所

　
（
法
第
五
条
第
二
項
第
二
号
ロ
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
）

第
四
条
　
法
第
五
条
第
二
項
第
二
号
ロ
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
は
、

　
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
一
～
六
　
　
（
略
）

　
七
　
老
人
福
祉
法
第
五
条
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
老
人
短
期
入
所
事
業
を

　
　
行
う
施
設
（
緊
急
時
の
対
応
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
て
整
備
さ

　
　
れ
る
も
の
に
限
る
。
）

　
（
法
第
五
条
第
二
項
第
二
号
ハ
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
老
人
福
祉
施
設

　
）第
五
条
　
法
第
五
条
第
二
項
第
二
号
ハ
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
老
人
福
祉

　
施
設
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
一
～
三
　
　
（
略
）

　
（
法
第
五
条
第
二
項
第
二
号
二
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
業
）

第
六
条
　
法
第
五
条
第
二
項
第
二
号
二
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
業
は
、

　
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
一
～
五
　
　
（
略
）

　
六
　
地
域
に
お
け
る
創
意
工
夫
を
生
か
し
つ
つ
、
当
該
地
域
の
実
情
に
応
じ

　
　
、
主
と
し
て
老
人
が
当
該
地
域
に
お
い
て
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ

　
（
法
第
四
条
第
二
項
第
二
号
イ
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
）

第
四
条
　
法
第
四
条
第
二
項
第
二
号
イ
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
は
、

　
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
一
～
六
　
　
（
略
）

七
　
老
人
福
祉
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
三
十
三
号
）
第
五
条
の
二
第

　
四
項
に
規
定
す
る
老
人
短
期
入
所
事
業
を
行
う
施
設
（
緊
急
時
の
対
応
を

　
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
て
整
備
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）

　
（
法
第
四
条
第
二
項
第
二
号
ロ
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
老
人
福
祉
施
設

　
）第
五
条
　
法
第
四
条
第
二
項
第
二
号
ロ
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
老
人
福
祉

　
施
設
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
一
～
三
　
　
（
略
）

　
（
法
第
四
条
第
二
項
第
二
号
ハ
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
業
）

第
六
条
　
法
第
四
条
第
二
項
第
二
号
ハ
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
業
は
、

　
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
一
～
五
　
　
（
略
）

　
六
　
地
域
に
お
け
る
創
意
工
夫
を
生
か
し
つ
つ
、
当
該
地
域
の
実
情
に
応
じ

　
　
、
主
と
し
て
老
人
が
当
該
地
域
に
お
い
て
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
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と
が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
事
業
（
法
第
五
条
第
二
項
第
二
号
ロ
又
は
ハ

に
規
定
す
る
施
設
を
整
備
す
る
事
業
を
除
く
。
）
と
し
て
別
に
厚
生
労
働

大
臣
が
定
め
る
も
の

七
　
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
の
た
め
の
事
業
で
あ
っ
て
、
先
進
的

　
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の

（
削
る
）

（
削
る
）

　
（
法
第
十
三
条
第
二
項
第
十
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
）

第
七
条
　
法
第
十
三
条
第
二
項
第
十
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、

　
職
員
の
研
修
等
資
質
の
向
上
に
関
す
る
事
項
と
す
る
。

　
（
法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
届
出
事
項
）

第
八
条
　
法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
届
出
事
項
は
、

　
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

　
一
～
七
　
　
（
略
）

2
　
前
項
の
届
出
に
つ
い
て
は
、
法
第
十
四
条
の
認
定
を
受
け
た
こ
と
を
証
す

　
る
書
面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
権
限
の
委
任
）

　
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
事
業
（
法
第
四
条
第
二
項
第
二
号
イ
又
は
ロ

　
に
規
定
す
る
施
設
を
整
備
す
る
事
業
を
除
く
。
）
と
し
て
別
に
厚
生
労
働

　
大
臣
が
定
め
る
も
の

七
　
公
的
介
護
施
設
等
を
整
備
す
る
事
業
で
あ
っ
て
、
先
進
的
で
あ
る
と
認

　
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の

（
市
町
村
整
備
計
画
の
記
載
事
項
）

第
七
条
　
法
第
四
条
第
二
項
第
三
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、

　
の
と
お
り
と
す
る
。

　
一
～
五
　
　
（
略
）

（
市
町
村
整
備
計
画
交
付
金
の
交
付
）

次

第
八
条
　
市
町
村
整
備
計
画
交
付
金
は
、
法
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
整
備

基
本
方
針
に
お
い
て
定
め
る
市
町
村
整
備
計
画
の
種
別
ご
と
に
、
別
に
厚
生

労
働
大
臣
が
定
め
る
交
付
方
法
に
従
い
、
予
算
の
範
囲
内
で
交
付
す
る
。

　
（
法
第
十
一
条
第
二
項
第
十
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
）

第
九
条
　
法
第
十
一
条
第
二
項
第
十
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、

　
職
員
の
研
修
等
資
質
の
向
上
に
関
す
る
事
項
と
す
る
。

　
（
法
第
二
十
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
届
出
事
項
）

第
十
条
　
法
第
二
十
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
届
出
事
項
は
、
次

　
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

　
一
～
七
　
　
（
略
）

2
　
前
項
の
届
出
に
つ
い
て
は
、
法
第
十
二
条
の
認
定
を
受
け
た
こ
と
を
証
す

　
る
書
面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
権
限
の
委
任
）
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第
九
条
　
法
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
法
第
十
三
条
第
一
項
、
第

　
十
五
条
第
一
項
（
法
第
十
七
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

　
）
、
第
十
六
条
第
一
項
（
法
第
十
七
条
第
二
項
及
び
第
二
十
条
第
二
項
に
お

　
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
十
七
条
第
一
項
、
第
十
八
条
、
第
十

九
条
、
第
二
十
条
第
一
項
及
び
第
二
十
一
条
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
の

権
限
は
、
地
方
厚
生
局
長
に
委
任
す
る
。

第
十
一
条
　
法
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
法
第
十
一
条
第
一
項
、

　
第
十
三
条
第
一
項
（
法
第
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

　
。
）
、
第
十
四
条
第
一
項
（
法
第
十
五
条
第
二
項
及
び
第
十
八
条
第
二
項
に

　
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
十
五
条
第
一
項
、
第
十
六
条
、
第

十
七
条
、

権
限
は
、

第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
十
九
条
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
の

地
方
厚
生
局
長
に
委
任
す
る
。
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○
　
介
護
保
険
法
施
行
規
則
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
三
十
六
号
）
　
（
抄
）
　
（
第
二
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

　
（
法
第
七
十
条
第
八
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
）

第
百
二
十
六
条
の
十
二
　
法
第
七
十
条
第
八
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基

　
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
一
　
第
百
二
十
六
条
の
十
の
居
宅
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
者
に
対
し
、
必

　
　
要
な
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
が
継
続
的
に
提
供
さ
れ
る
よ
う
、
配
慮
す
る
こ
と

　
　
O

二
　
　
（
略
）

附

貝珂

　
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
旧
措
置
入
所
者
に
関
す
る
経
過
措
置
の
特
例
）

第
二
十
七
条
施
行
法
第
十
三
条
第
五
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
介
護

　
旧
措
置
入
所
者
（
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
要
介
護
旧
措
置
入
所
者
を
い
う

　
。
以
下
こ
の
条
及
び
附
則
第
三
十
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
第
百
七
十
二

　
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
第
八
十
三
条
の
五
に
規
定
す
る
者
の
ほ
か
、
平

　
成
十
八
年
七
月
一
日
か
ら
平
成
十
九
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
間
、
次
の
い
ず

　
れ
か
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
市
町
村
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者
と
す

　
る
。

　
一
・
二
　
　
（
略
）

2
・
3
　
　
（
略
）

（
法
第
五
十
一
条
の
三
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
介
護
被
保
険

者
の
特
例
）

現

行

　
（
法
第
七
十
条
第
八
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
）

第
百
二
十
六
条
の
十
二
　
法
第
七
十
条
第
八
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基

　
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
一
　
第
百
二
十
六
条
の
八
の
居
宅
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
者
に
対
し
、
必

　
　
要
な
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
が
継
続
的
に
提
供
さ
れ
る
よ
う
、
配
慮
す
る
こ
と

　
　
O

二
　
　
（
略
）

附

貝ll

　
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
旧
措
置
入
所
者
に
関
す
る
経
過
措
置
の
特
例
）

第
二
十
七
条
施
行
法
第
十
三
条
第
五
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
介
護

　
旧
措
置
入
所
者
（
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
要
介
護
旧
措
置
入
所
者
を
い
う

　
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
第
百
七
十
二
条
の
二
に
お
い
て
準

　
用
す
る
第
八
十
三
条
の
五
に
規
定
す
る
者
の
ほ
か
、
平
成
十
八
年
七
月
一
日

　
か
ら
平
成
十
九
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
間
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
て
い

　
る
こ
と
に
つ
き
市
町
村
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者
と
す
る
。

　
一
・
二
　
　
（
略
）

2
・
3
　
　
（
略
）
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第
二
十
八
条
　
特
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
日
の
属
す
る
月
が
平
成
二
十
七

年
七
月
で
あ
る
法
第
五
十
一
条
の
三
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要

介
護
被
保
険
者
に
係
る
第
八
十
三
条
の
五
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同

条
中
「
四
月
か
ら
六
月
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
四
月
か
ら
七
月
ま
で
」
と
、

「
一
月
か
ら
六
月
ま
で
」
と
あ
る
の
は
コ
月
か
ら
七
月
ま
で
」
と
す
る
。

（
法
第
六
十
一
条
の
三
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
居
宅
要
支
援
被

保
険
者
の
特
例
）

第
二
十
九
条
　
特
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
日
の
属
す
る
月
が
平
成
二

十
七
年
七
月
で
あ
る
法
第
六
十
一
条
の
三
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
に
係
る
第
九
十
七
条
の
三
の
規
定
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
同
条
中
「
四
月
か
ら
六
月
ま
で
」
と
あ
る
の
は
、
　
「
四
月
か
ら
七
月

ま
で
」
と
す
る
。

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
旧
措
置
入
所
者
に
関
す
る
経
過
措
置
の
特
例
）

第
三
十
条
　
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
（
法
第
四
十
八
条
第
一
項
第
一
号

に
規
定
す
る
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
い
う
。
）
を
受
け
る
日
の
属

す
る
月
が
平
成
二
十
七
年
七
月
で
あ
る
施
行
法
第
十
三
条
第
五
項
の
厚
生
労

働
省
令
で
定
め
る
要
介
護
旧
措
置
入
所
者
に
係
る
第
百
七
十
二
条
の
二
に
お

い
て
準
用
す
る
第
八
十
三
条
の
五
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「

四
月
か
ら
六
月
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
四
月
か
ら
七
月
ま
で
」
と
、
　
コ
月

か
ら
六
月
ま
で
」
と
あ
る
の
は
コ
月
か
ら
七
月
ま
で
」
と
す
る
。

（
新
設
）

（
新
設
）

（
新
設
）
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○
　
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
八
十
三
号
）

　
も
の
と
さ
れ
た
介
護
保
険
法
施
行
規
則
（
抄
）
　
（
第
三
条
関
係
）

附
則
第
百
三
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改
　
　
　
　
　
　
　
正
　
　
　
　
　
　
　
案

現
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行

　
　
附
　
則
（
法
第
五
十
一
条
の
三
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
介
護
被
保
険
者
の
特
例
）

　
　
附
　
則
（
新
設
）

第
二
十
八
条
　
特
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
日
の
属
す
る
月
が
平
成
二
十
七
　
年
七
月
で
あ
る
法
第
五
十
一
条
の
三
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
　
介
護
被
保
険
者
に
係
る
第
八
十
三
条
の
五
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
　
条
中
「
四
月
か
ら
六
月
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
四
月
か
ら
七
月
ま
で
」
と
、
　
「
一
月
か
ら
六
月
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
一
月
か
ら
七
月
ま
で
」
と
す
る
。
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O
　
診
療
放
射
線
技
師
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
厚
生
省
令
第
三
十
三
号
）
　
（
抄
）
　
（
第
四
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改
　
　
　
　
　
　
　
正
　
　
　
　
　
　
　
案

現
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行

　
第
三
章
　
業
務
等
（
法
第
二
十
六
条
第
二
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
検
査
）

　
　
第
三
章
　
照
射
録
等
（
新
設
）

第
十
五
条
の
二
　
法
第
二
十
六
条
第
二
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
　
検
査
は
、
胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
断
層
撮
影
装
置
を
用
い
　
た
も
の
を
除
く
。
）
と
す
る
。
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○
　
老
人
福
祉
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
八
年
厚
生
省
令
第
二
十
八
号
）
　
（
抄
）
　
（
第
五
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

第

と設律II施一（
すそ＿ ’設条法
るの平地 はの第
。他成城 ’二五
の元に
沐Nお

特　　条

ﾊ法の
改

条法け 養第二
に律る 護五第
定第医 老条三
め六療 人の項
る十及 ホニに
便四び 1第規
宜号介 ム三定
を）護 ’項す
適第 の 養にる 正

切二 総 護規厚
に条 A口 老定生
供第 的 人す労
与四 な ホる働
す項 確 1厚省
る第 保 ム生令
こ三 の ’労で
と号
ｪに進
促 老働定
l省め 案

で規に 福令る
き定関 祉で施
るすす セ定設
施るる ンめ）
設施法 タる

第

施るる 1施一＿
設施法 ’設条法
と設律 地 はの第
すそ＿域 ’二五
るの平に 特　　条 現
。他成お 別法の
の元け 養第二
次年る 護五第
条法公 老条三
に律的 人の項
定第介 ホニに
め六護 i第規
る十施 ム三定
便四設 ’項す
宜号等 養にる
を）の 護規厚
適第 計 老定生
切二 画 人す労
に条 的 ホる働
供第 な 1厚省
与三 整 ム生令
す項 備 ’労で
る第 等 老働定
こ三 の 人省め 行
と号 促 福令る
がに進 祉で施
で規に セ定設
き定関 ンめ）
るすす タる
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○
　
厚
生
労
働
省
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
一
号
）
　
（
抄
）
　
（
第
六
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

第 第

二 二 二一七＿　　　　七 七 七一七＿
十　　る 十 。る 十～百健　　　十る 十整る 十～百健
八　　法 七 法 六二十康　　　七法 六備法 五七七康
律 律 十二福　　　～律 計律 十条福

＿　　第
ｪ　　十

地
域
第
十
地
域
五条祉　　　八第
@　課　　　十十

地
域
画＿地
ﾌ平城

四　　祉

@健部 改

）　　八 に 三 に ＿健の　　　三八 に 認成に ＿康の
条 お 条 お 略康所　　　　条 お 定元お 略福所
にけ 第 け ）福掌　　　＿にけ に年け ）祉掌
規る 一

る 祉事　　　略規る 関法る 部事
定医 項 医 課務　　　）定医 す律医 は務
す療 に療 は） す療 る第療

、　　）

る及 規及
、

る及 こ六及 次

認び 定び 次 認び と十び に

定介 す介 に 定介 。四介 掲 正

事護 る護 掲 事護 号護 げ

業の 整の げ 業の ）の る

者総 備総 る 者総 第 総 事

の合 計合 事 の合 十 A
口
務

監的 画的 務 監的 三 的 を

督な のな を 督な 条 な つ

に確 認確 つ に確 第 確 か

関保 定保 か 関保 一 保
さ

すの にの さ すの 項 の ど 案

る促 関促 ど る促 に促 る

こ進 す進 る こ進 規進 0

とに るに
o

とに 定に
。関 こ関 。関 す関
す とす す るす

第 第

二 二 二一七＿　　七 七 七一七＿
十　。関 十こ関 十～百健　　十　。関 十す関 十～百健
八　　す 七とす 六二十康　　七　　す 六るす 五七七康
る 。る 十二福　　～　　る 整る 十条福

＿　　法
ｪ　　律

地
域
法
律
地
域
五条祉　　八　　法
@　課　　十　　律

地
域
備法
v律
地
域
四　　祉

@健部
現

）　　第 に 第 に ＿健の　　三　　第 に 画＿に ＿康の
十 お 十 お 略康所　　　　十 お の平お 略福所
六 け 一

け ）福掌　　＿　　六 け 認成け ）祉掌
条 る 条 る 祉事　　略　　条 る 定元る 部事
に公 第 公 課務　　） に公 に年公 は務
規的 一

的 は） 規的 関法的
、　　）

定介 項 介
、

定介 す律介 次

す護 に護 次 す護 る第護 に

る施 規施 に る施 こ六施 掲

認設 定設 掲 認設 と十設 げ

定等 す等 げ 定等 。四等 る

事の るの る 事の 号の 事

業計 整計 事 業計 ）計 務

者画 備画 務 者画 第 画 を

の的 計的 を の的 十 的 つ

監な 画な つ 監な 一
な か

督整 の整 か 督整 条 整 さ

に備 認備 さ に備 第 備 ど 行
関等
ｷの
定等
ﾉの

ど
る

関等
ｷの 一

項

等
の
る
o

る促 関促
o る促 に促

こ進 す進 こ進 規進
とに るに とに 定に
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○
　
介
護
保
険
法
施
行
規
則
の
　
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
六
号
）
　
（
抄
）
　
（
第
七
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

附

貝lj

　
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
旧
措
置
入
所
者
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
介
護
保
険
法
施
行
規
則
第
百
七
十
二
条

及
び
第
百
七
十
二
条
の
二
の
規
定
並
び
に
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の

総
合
的
な
確
保
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
等
に
関
す
る
省
令
（
平
成
二
十

六
年
厚
生
労
働
省
令
第
　
　
　
号
）
に
よ
る
改
正
後
の
介
護
保
険
法
施
行
規

則
附
則
第
三
十
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
第
百
七
十
二

条
中
「
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
」
と
あ
る
の
は
「
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ

ス
費
又
は
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
」
と
、
　
「
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
」
と

あ
る
の
は
「
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
又
は
指
定
介
護
老
人
福
祉
施

設
」
と
、
　
「
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
地
域
密

着
型
サ
ー
ビ
ス
（
法
第
四
十
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
を
い
い
、
法
第
八
条
第
二
十
一
項
に
規
定
す
る
地
域
密
着
型
介

護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
生
活
介
護
に
限
る
。
）
又
は
指
定
介
護
福
祉
施
設

サ
ー
ビ
ス
」
と
、
第
百
七
十
二
条
の
二
の
表
第
八
十
三
条
の
五
の
項
中
「
特

定
介
護
サ
ー
ビ
ス
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
（
法
第
五
十
一
条

の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
」
と
、
　
「
指
定
介
護
福
祉
施

設
サ
ー
ビ
ス
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
（
法
第
四
十
二

条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
を
い
い
、
同
法
第

八
条
第
二
十
一
項
に
規
定
す
る
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
生

活
介
護
に
限
る
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
（
法

現

行

附
　
則

　
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
旧
措
置
入
所
者
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
介
護
保
険
法
施
行
規
則
第
百
七
十
二
条

　
及
び
第
百
七
十
二
条
の
二
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
第
百

　
七
十
二
条
中
「
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
」
と
あ
る
の
は
「
地
域
密
着
型
介
護

　
サ
ー
ビ
ス
費
又
は
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
」
と
、
　
「
指
定
介
護
老
人
福
祉
施

　
設
」
と
あ
る
の
は
「
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
又
は
指
定
介
護
老
人

　
福
祉
施
設
」
と
、
　
「
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
」
と
あ
る
の
は
「
指
定

　
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
（
法
第
四
十
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
地

　
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
を
い
い
、
法
第
八
条
第
二
十
一
項
に
規
定
す
る
地
域
密

　
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
生
活
介
護
に
限
る
。
）
又
は
指
定
介
護
福

　
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
」
と
、
第
百
七
十
二
条
の
二
の
表
第
八
十
三
条
の
五
の
項

　
中
「
特
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
（
法
第
五

　
十
一
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
」
と
、
　
「
指
定
介
護

　
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
（
法
第

　
四
十
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
を
い
い
、

　
同
法
第
八
条
第
二
十
一
項
に
規
定
す
る
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
入

　
所
者
生
活
介
護
に
限
る
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ

　
ス
（
法
第
四
十
八
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー

　
ビ
ス
」
と
、
　
「
第
五
十
一
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
介
護
サ
ー
ビ
ス

　
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
」
と
、
　
「
第
四
十
八
条
第
一
項
第
一

　
号
に
規
定
す
る
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
地
域
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第
四
十
八
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
」

と
、
　
「
第
五
十
一
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
」
と
あ

る
の
は
「
特
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
」
と
、
　
「
第
四
十
八
条
第
一
項
第
一
号
に
規

定
す
る
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
又
は
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
」
と
、
　
「
指
定
介
護
老
人
福

祉
施
設
」
と
あ
る
の
は
「
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
又
は
指
定
介
護

老
人
福
祉
施
設
」
と
、
同
表
第
八
十
三
条
の
六
第
一
項
の
項
中
「
指
定
介
護

福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
地
域
密
着
型
サ

ー
ビ
ス
又
は
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
地
域
密
着
型
介

護
老
人
福
祉
施
設
又
は
」
と
、
　
「
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
」
と
あ
る
の
は

「
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
又
は
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
」
と
、

同
表
第
八
十
三
条
の
七
の
項
中
「
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
」
と
あ
る

の
は
「
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
又
は
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
」

と
、
　
「
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
」
と
あ
る
の
は
「
地
域
密
着
型
介
護
老
人

福
祉
施
設
又
は
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
」
と
、
同
表
第
八
十
三
条
の
八
第

一
項
の
項
中
「
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
」
と
あ
る
の
は
「
地
域
密
着
型
介

護
老
人
福
祉
施
設
又
は
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
」
と
、
同
表
第
八
十
三
条

の
八
第
二
項
の
項
中
「
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
」
と
あ
る
の
は
「
地
域
密

着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
又
は
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
」
と
、
　
「
指
定
介

護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
又
は

指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
」
と
、
附
則
第
三
十
条
中
「
指
定
介
護
福
祉

施
設
サ
ー
ビ
ス
（
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
（
法
第
八

条
第
二
十
一
項
に
規
定
す
る
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
生
活

介
護
に
限
る
。
）
又
は
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
（
」
と
す
る
。

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
又
は
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
」
と
、
　
「
指
定
介
護

老
人
福
祉
施
設
」
と
あ
る
の
は
「
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
又
は
指

定
介
護
老
人
福
祉
施
設
」
と
、
同
表
第
八
十
三
条
の
六
第
一
項
の
項
中
「
指

定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
地
域
密

着
型
サ
ー
ビ
ス
又
は
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
地
域
密

着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
又
は
」
と
、
　
「
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
」
と
あ

る
の
は
「
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
又
は
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設

」
と
、
同
表
第
八
十
三
条
の
七
の
項
中
「
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
」

と
あ
る
の
は
「
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
又
は
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー

ビ
ス
」
と
、
　
「
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
」
と
あ
る
の
は
「
地
域
密
着
型
介

護
老
人
福
祉
施
設
又
は
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
」
と
、
同
表
第
八
十
三
条

の
八
第
一
項
の
項
中
「
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
」
と
あ
る
の
は
「
地
域
密

着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
又
は
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
」
と
、
同
表
第
八

十
三
条
の
八
第
二
項
の
項
中
「
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
」
と
あ
る
の
は
「

地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
又
は
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
」
と
、
　
「

指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
又
は
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
」
と
す
る
。
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○
　
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
平
成
二
十
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
二
十
六
号
）
　
（
抄
）
　
（
第
八
条
関
係
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改
　
　
　
　
　
　
　
正
　
　
　
　
　
　
　
案

現
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
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○
　
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

　
号
関
係
）

（
平
成
二
十
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
三
十
二
号
）
　
（
抄
）
　
（
第
九
条
第
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改
　
　
　
　
　
　
　
正
　
　
　
　
　
　
　
案

現
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行

　
　
　
附
　
則
　
（
施
行
期
日
）
第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
　
、
次
条
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
附
　
則
　
（
施
行
期
日
）
第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
　
、
次
条
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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O
　
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
施
行
規
則
及
び
精
神
保
健
福
祉
士
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

　
二
号
）
　
（
抄
）
　
（
第
九
条
第
二
号
条
関
係
）

（
平
成
二
十
五
年
厚
生
労
働
省
令
第
二
十

　
　
　
　
　
（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改
　
　
　
　
　
　
　
正
　
　
　
　
　
　
　
案

現
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
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O
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
六
十
六
号

　
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成

二
十
六
年
法
律
第
八
十
三
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
弩
）
第
五
十
．

条
の
三
第
二
項
及
び
第
六
十
一
条
㊤
、
．
第
二
項
並
び
に
介
護
保
険
法
施
行
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
四
髪
、
）
第
十

三
条
第
三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
を
推
進
す
る
た
め
の

関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
摩
生
労
働
省
関
係
告
示
の
整
備
等
に
関
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に

定
め
る
．

　
　
平
成
二
郵
大
牢
六
月
二
十
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
田
村
　
憲
久

　
　
　
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の

　
　
　
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
告
示
の
整
備
等
に
関
す
る
告
示

第
一
　
地
域
に
お
け
る
公
的
介
護
施
設
等
の
計
画
的
な
整
備
に
関
す
る
基
本
方
針
（
平
成
十
ヒ
年
厚
生
労
働
省
告
示
第

　
二
百
二
十
九
号
）
は
．
廃
止
す
る
，

第
二
　
地
域
に
お
け
る
公
的
介
護
施
設
等
の
計
画
的
な
整
備
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
特

　
定
民
間
施
設
の
整
備
に
関
す
る
基
本
方
針
（
平
成
．
兀
駕
厚
生
省
告
示
第
百
八
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

　
す
る
、

　
　
題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
、

　
　
　
　
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
特
定

　
　
　
　
民
間
施
設
の
整
備
に
関
す
る
基
本
方
針

　
　
第
一
号
の
3
中
皿
地
域
に
お
け
る
公
的
介
護
施
設
等
の
計
画
的
な
整
備
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
を
一
地
域
に

　
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
に
、
「
）
第
二
条
第
一
．
項
7
を
「
）
第
二
条
第
四

　
項
」
に
、
「
，
第
一
．
条
第
三
項
各
号
」
を
「
第
二
条
第
四
項
各
号
」
に
改
め
る
．

　
　
第
二
号
の
一
の
（
一
）
中
、
第
十
三
条
第
二
項
第
三
号
」
を
「
第
十
五
条
第
二
項
第
一
．
．
号
、
に
改
め
、
同
1
の
（
一
ご

　
中
「
第
二
条
第
一
項
」
を
「
第
二
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
号
の
2
の
（
一
）
中
，
第
1
条
第
三
項
第
…
号
｝
を
「
第

　
．
一
条
第
四
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
2
の
（
二
）
中
「
第
二
条
第
三
項
第
一
、
号
」
を
「
第
二
条
第
四
項
第
二
号
」
に

　
改
め
、
岡
2
の
（
＝
．
）
中
「
箏
桑
箒
三
項
第
三
号
」
を
「
第
二
条
第
四
項
第
三
号
、
　
に
改
め
、
同
2
の
（
四
．
）
中

　
「
第
二
条
第
三
項
第
四
号
…
を
．
第
二
条
第
四
項
第
四
号
｝
に
改
め
る
、

　
　
第
四
号
の
1
中
「
第
二
条
第
三
項
第
一
号
篇
を
「
第
二
条
第
四
項
第
一
号
■
…
に
改
め
、
同
号
の
2
中
「
第
二
桑
箒

　
一
、
項
第
二
号
㎞
を
「
第
二
条
第
四
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
母
の
3
中
「
第
二
条
第
三
項
第
三
号
一
を
㎜
、
第
二
条
第

　
四
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
号
の
4
中
「
第
二
条
第
三
項
第
四
号
隔
を
，
第
二
条
第
四
項
第
四
号
」
に
改
め
る
、

　
　
第
五
号
の
2
の
（
．
）
中
「
．
第
二
条
第
三
項
第
一
号
」
を
「
第
二
条
第
四
項
第
一
号
“
㎜
に
改
め
、
同
2
の
（
二
）

　
中
「
第
二
条
第
三
項
第
二
号
」
を
「
第
二
条
第
四
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
2
の
（
一
．
…
）
中
「
第
二
条
第
、
二
項
第
三

　
号
一
を
「
第
二
条
第
四
項
第
三
号
…
に
改
め
、
同
2
の
（
四
）
中
第
．
．
条
第
三
項
第
四
号
｝
を
「
第
二
条
第
四
項

　
第
四
号
」
に
改
め
る
．
，

第
三
　
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
旧
措
置
入
所
者
の
所
得
の
区
分
及
び
割
合
（
平
成
十
七
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百

　
九
具
、
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
．

　
　
前
文
に
次
の
た
だ
し
書
を
和
え
る
，

　
　
た
だ
し
、
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
文
は
指
定
介
護
褥
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
日
の
属
す
る
月
が
平
成
二

　
十
七
年
七
月
で
あ
る
旧
措
置
入
所
者
に
係
る
こ
の
告
示
の
適
用
に
つ
い
て
は
，
表
の
二
の
項
中
「
四
月
か
ら
六
月
ま

　
で
し
と
あ
る
の
は
、
「
四
月
か
ら
七
月
ま
で
」
と
す
る
、

第
四
介
護
保
険
法
第
五
十
一
条
の
．
．
第
二
項
第
、
号
及
び
第
六
十
一
条
の
三
第
二
項
第
…
号
に
規
定
す
る
食
費
の
負

　
担
限
度
額
（
平
成
十
七
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
頁
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
．

　
　
前
文
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
．
、

　
　
た
だ
し
、
特
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
日
の
属
す
る
月
が
平
成
二
十
七
年
七
月
で
あ
る
介
護
保
険
法
施
行
規
則

　
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
三
十
六
号
）
第
八
十
三
条
の
五
第
一
号
に
掲
げ
る
者
又
は
特
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を

　
受
け
る
臼
の
属
す
る
月
が
平
成
二
十
七
年
七
月
で
あ
る
同
令
弟
九
十
七
条
の
三
第
一
号
に
掲
げ
る
者
に
係
る
こ
の
告

　
示
の
適
用
に
つ
い
て
は
．
表
の
四
の
項
中
「
一
月
か
ら
六
月
ま
で
、
と
あ
る
の
は
、
…
，
一
月
か
ら
七
月
ま
で
隔
と
す
る
．

第
五
　
介
護
保
険
法
第
五
十
一
条
り
一
、
第
二
項
第
二
具
、
に
規
定
す
る
居
住
費
の
負
担
限
度
額
及
び
同
法
第
六
十
一
条
の

　
三
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
滞
在
費
の
負
担
限
度
額
（
平
成
レ
ヒ
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
胃
十
四
号
）
の
、
部

　
を
次
の
よ
う
に
改
覆
す
る
，

　
　
前
文
に
次
の
た
だ
し
書
を
細
え
る
．
．

　
　
た
だ
し
、
特
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
日
の
属
す
る
月
が
平
成
二
十
七
年
七
月
で
あ
る
介
護
保
険
法
施
行
規
則

　
（
平
成
十
、
年
厚
生
省
令
第
三
十
六
号
）
第
八
十
三
条
の
汽
第
一
号
に
掲
げ
る
者
又
は
特
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を

　
受
け
る
日
の
属
す
る
月
が
平
成
二
十
ヒ
年
七
月
で
あ
る
同
令
第
九
十
七
条
の
三
第
言
写
に
掲
げ
る
者
に
係
る
こ
の
告

　
示
の
通
馬
に
つ
い
て
は
、
表
の
二
の
項
中
，
一
月
か
ら
六
月
ま
で
」
と
あ
る
の
は
、
「
一
月
か
ら
七
月
ま
で
」
と
す
る
．

第
六
　
介
護
保
険
法
施
行
法
第
十
三
条
第
五
項
第
一
号
に
規
定
す
る
食
費
の
特
定
負
担
限
度
額
（
平
成
十
七
年
厚
生
労

　
働
省
告
示
第
四
百
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
圧
す
る
，

　
　
前
文
に
次
の
た
だ
し
畜
を
加
え
る
．
．

　
　
た
だ
し
、
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
又
は
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
日
の
属
す
る
月
が
平
成
二

　
↑
七
年
七
月
で
あ
る
介
護
保
険
法
施
行
規
則
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
～
干
六
号
）
第
百
七
十
二
条
の
二
に
お
い

　
て
準
用
す
る
同
令
弟
八
十
三
条
の
五
第
一
号
に
掲
げ
る
者
に
係
る
こ
の
告
示
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
表
の
四
の
項
中

　
〔
，
一
月
か
ら
六
月
ま
で
一
と
あ
る
の
は
、
二
月
か
ら
七
月
ま
で
…
と
す
る
。

第
ヒ
　
介
護
保
険
法
施
行
法
第
十
三
条
第
五
項
第
．
．
号
に
規
定
す
る
居
住
費
の
特
定
負
担
限
度
額
（
平
成
十
七
年
厚
生

　
労
働
省
告
示
第
四
百
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
オ
る
，

　
　
前
文
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
、

　
　
た
だ
し
、
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
又
は
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
目
の
属
す
る
月
が
平
成
二

　
十
七
年
七
月
で
あ
る
介
護
保
険
法
施
行
規
則
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
＝
．
十
六
山
2
第
自
七
十
二
条
の
「
に
お
い

　
て
準
用
す
る
同
令
第
八
十
三
条
の
五
第
一
号
に
掲
げ
る
者
に
係
る
こ
の
告
示
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
表
の
一
一
、
の
項
中

　
「
一
月
か
ら
六
月
ま
で
」
と
あ
る
の
は
、
「
一
月
か
ら
ヒ
月
ま
で
」
と
す
る
、
，

第
八
　
社
会
福
袖
士
介
護
福
祉
士
養
成
施
設
指
定
規
則
第
七
条
の
二
第
一
号
ホ
及
び
社
会
福
祉
士
介
護
福
祉
士
学
校
指

　
定
規
則
第
七
条
の
二
第
．
号
ホ
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
飯
が
別
に
定
め
る
基
準
（
平
成
ニ
レ
三
年
厚
生
労
働
省
告

　
、
都
第
四
否
十
四
号
）
の
、
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
，

　
　
前
文
中
「
平
成
二
十
七
年
四
月
一
β
…
を
「
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
一
に
改
め
る
、
．



地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
告
示
の

整
備
等
に
関
す
る
告
示
を
定
め
る
件
　
新
旧
対
照
条
文
　
目
次

　
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
別
に
定
め
る
基
準
（
平
成
二
十
三
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
十
四
号
）
（
抄
）
（
第
八
関
係
）
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
0

0
　
地
域
に
お
け
る
公
的
介
護
施
設
等
の
計
画
的
な
整
備
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
特
定
民
間
施
設
の
整
備
に
関
す
る
基
本
方

　
針
（
平
成
元
年
厚
生
省
告
示
第
百
八
十
八
号
）
（
抄
）
（
第
二
関
係
）
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
旧
措
置
入
所
者
の
所
得
の
区
分
及
び
割
合
（
平
成
十
七
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
九
号
）
（
抄
）
（
第
三
関
係
Y
－
　
　
　
　
5

00
　
介
護
保
険
法
第
五
十
一
条
の
三
第
二
項
第
一
号
及
び
第
六
十
一
条
の
三
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
食
費
の
負
担
限
度
額
（
平
成
十
七
年
厚
生
労
働
省

　
告
示
第
四
百
十
三
号
）
（
抄
）
（
第
四
関
係
）
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6

0
　
介
護
保
険
法
第
五
十
一
条
の
三
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
居
住
費
の
負
担
限
度
額
及
び
同
法
第
六
十
一
条
の
三
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
滞
在
費

　
の
負
担
限
度
額
（
平
成
十
七
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
十
四
号
）
（
抄
）
（
第
五
関
係
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7

0
　
介
護
保
険
法
施
行
法
第
十
三
条
第
五
項
第
一
号
に
規
定
す
る
食
費
の
特
定
負
担
限
度
額
（
平
成
十
七
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
十
七
号
）
（
抄
）

　
（
第
六
関
係
）
：
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8

0
　
介
護
保
険
法
施
行
法
第
十
三
条
第
五
項
第
二
号
に
規
定
す
る
居
住
費
の
特
定
負
担
限
度
額
（
平
成
十
七
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
十
八
号
）
（
抄
）

　
（
第
七
関
係
）
…
…
…
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

0
　
社
会
福
祉
士
介
護
福
祉
士
養
成
施
設
指
定
規
則
第
七
条
の
二
第
一
号
ホ
及
び
社
会
福
祉
士
介
護
福
祉
士
学
校
指
定
規
則
第
七
条
の
二
第
一
号
ホ
に
規
定



○
　
地
域
に
お
け
る
公
的
介
護
施
設
等
の
計
画
的
な
整
備
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
特
定
民
間
施
設
の
整
備
に
関
す
る
基
本
方

　
針
（
平
成
元
年
厚
生
省
告
示
第
百
八
十
八
号
）
（
抄
）

　
（
第
二
関
係
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改
　
　
　
　
　
　
　
正
　
　
　
　
　
　
　
案

現
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行

一1一



　
（
一
）
　
対
象
地
域
（
法
第
十
五
条
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
対
象
地
域
を

　
　
　
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
中
に
、
特
定
民
間
施
設
の
利
用
者
と
し
て
の

　
　
　
老
人
が
相
当
数
居
住
し
、
又
は
居
住
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

　
　
　
O

　
（
二
）
　
対
象
地
域
に
お
い
て
、
介
護
給
付
等
対
象
サ
ー
ビ
ス
等
（
法
第
二
条

　
　
　
第
二
項
に
規
定
す
る
介
護
給
付
等
対
象
サ
ー
ビ
ス
等
を
い
う
。
以
下

　
　
　
同
じ
。
）
が
計
画
的
に
提
供
さ
れ
る
と
と
も
に
、
介
護
給
付
等
対
象
サ

　
　
　
ー
ビ
ス
等
と
特
定
民
間
施
設
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
と
の
適
切
な
連

　
　
　
携
が
確
保
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
。
ま
た
、
医
療
施
設
及
び
老

　
　
　
人
福
祉
施
設
と
適
切
な
連
携
が
確
保
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
。

　
（
三
）
～
（
六
）
　
（
略
）

2
　
（
略
）

　
　
（
略
）

　
（
一
）
　
法
第
二
条
第
四
項
第
一
号
に
掲
げ
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
総
延
床

　
　
　
面
積
が
、
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
あ
る
こ
と
。

　
（
二
）
　
法
第
二
条
第
四
項
第
二
号
に
掲
げ
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
総
延
床

　
　
　
面
積
が
、
三
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
あ
る
こ
と
。

　
（
三
）
　
法
第
二
条
第
四
項
第
三
号
に
掲
げ
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
総
延
床

　
　
　
面
積
が
、
三
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
あ
る
こ
と
。

　
（
四
）
　
法
第
二
条
第
四
項
第
四
号
に
掲
げ
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
総
延
床

　
　
　
面
積
が
、
二
千
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
（
入
居
時
か
ら
常
時
介
護
を
必
要

　
　
　
と
す
る
者
を
相
当
数
入
居
さ
せ
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
施
設
に
つ

　
　
　
い
て
は
、
二
千
平
方
メ
ー
ト
ル
）
以
上
あ
る
こ
と
。

3
　
（
略
）

三
　
（
略
）

四
　
（
略
）

（一

j
　
対
象
地
域
（
法
第
十
三
条
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
対
象
地
域
を

　
　
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
中
に
、
特
定
民
間
施
設
の
利
用
者
と
し
て
の

　
　
老
人
が
相
当
数
居
住
し
、
又
は
居
住
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

　
　
O

　
（
二
）
　
対
象
地
域
に
お
い
て
、
介
護
給
付
等
対
象
サ
ー
ビ
ス
等
（
法
第
二
条

　
　
　
第
一
項
に
規
定
す
る
介
護
給
付
等
対
象
サ
ー
ビ
ス
等
を
い
う
。
以
下

　
　
　
同
じ
。
）
が
計
画
的
に
提
供
さ
れ
る
と
と
も
に
、
介
護
給
付
等
対
象
サ

　
　
　
ー
ビ
ス
等
と
特
定
民
間
施
設
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
と
の
適
切
な
連

　
　
　
携
が
確
保
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
。
ま
た
、
医
療
施
設
及
び
老

　
　
　
人
福
祉
施
設
と
適
切
な
連
携
が
確
保
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
。

　
（
三
）
～
（
六
）
　
（
略
）

2
　
（
略
）

　
　
（
略
）

　
（
一
）
　
法
第
二
条
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
総
延
床

　
　
　
面
積
が
、
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
あ
る
こ
と
。

　
（
二
）
　
法
第
二
条
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
総
延
床

　
　
　
面
積
が
、
三
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
あ
る
こ
と
。

　
（
三
）
　
法
第
二
条
第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
総
延
床

　
　
　
面
積
が
、
三
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
あ
る
こ
と
。

　
（
四
）
　
法
第
二
条
第
三
項
第
四
号
に
掲
げ
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
総
延
床

　
　
　
面
積
が
、
二
千
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
（
入
居
時
か
ら
常
時
介
護
を
必
要

　
　
　
と
す
る
者
を
相
当
数
入
居
さ
せ
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
施
設
に
つ

　
　
　
い
て
は
、
二
千
平
方
メ
ー
ト
ル
）
以
上
あ
る
こ
と
。

3
　
（
略
）

三
　
（
略
）

四
　
（
略
）

一2一



　
　
法
第
二
条
第
四
項
第
一
号
に
掲
げ
る
施
設

　
（
一
）
　
（
略
）

　
（
二
）
　
（
一
）
の
機
能
を
確
保
す
る
た
め
、
有
酸
素
運
動
（
法
第
二
条
第
四
項

　
　
　
第
一
号
に
規
定
す
る
有
酸
素
運
動
を
い
う
。
）
を
行
わ
せ
る
た
め
の
施

　
　
　
設
及
び
設
備
、
機
能
訓
練
を
行
う
た
め
の
施
設
及
び
設
備
、
健
康
相

　
　
　
談
又
は
栄
養
相
談
の
た
め
の
施
設
、
最
大
酸
素
摂
取
量
を
測
定
す
る

　
　
　
た
め
の
機
器
、
体
力
測
定
の
た
め
の
機
器
並
び
に
応
急
処
置
を
行
う

　
　
　
た
め
の
設
備
を
備
え
る
と
と
も
に
、
診
療
所
を
附
置
す
る
こ
と
。
な

　
　
　
お
、
当
該
診
療
所
は
医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第

　
　
　
一
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
診
療
所
で
あ
り
、
同
法
に
よ
る
規
制

　
　
　
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
（
一
）
～
（
三
）
（
略
）

　
（
一
）
・
（
二
）
（
略
）

　
（
一
）
・
（
二
）
（
略
）

2
　
法
第
二
条
第
四
項
第
二
号
に
掲
げ
る
施
設

3
　
法
第
二
条
第
四
項
第
三
号
に
掲
げ
る
施
設

4
　
法
第
二
条
第
四
項
第
四
号
に
掲
げ
る
施
設

　
（
略
）

1

五
　
（
略
）

　
1
　
（
略
）

　
2
　
（
略
）

　
　
（
一
）
　
法
第
二
条
第
四
項
第
一
号
に
掲
げ
る
施
設

　
　
　
イ
～
ホ
　
（
略
）

　
　
（
二
）
　
法
第
二
条
第
四
項
第
二
号
に
掲
げ
る
施
設

　
　
　
イ
～
ハ
　
（
略
）

　
　
（
三
）
　
法
第
二
条
第
四
項
第
三
号
に
掲
げ
る
施
設

　
　
　
イ
～
ハ
　
（
略
）

　
（
略
）

1　
　
法
第
二
条
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
施
設

　
（
一
）
　
（
略
）

　
（
二
）
　
（
一
）
の
機
能
を
確
保
す
る
た
め
、
有
酸
素
運
動
（
法
第
二
条
第
三
項

　
　
　
第
一
号
に
規
定
す
る
有
酸
素
運
動
を
い
う
。
）
を
行
わ
せ
る
た
め
の
施

　
　
　
設
及
び
設
備
、
機
能
訓
練
を
行
う
た
め
の
施
設
及
び
設
備
、
健
康
相

　
　
　
談
又
は
栄
養
相
談
の
た
め
の
施
設
、
最
大
酸
素
摂
取
量
を
測
定
す
る

　
　
　
た
め
の
機
器
、
体
力
測
定
の
た
め
の
機
器
並
び
に
応
急
処
置
を
行
う

　
　
　
た
め
の
設
備
を
備
え
る
と
と
も
に
、
診
療
所
を
附
置
す
る
こ
と
。
な

　
　
　
お
、
当
該
診
療
所
は
医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第

　
　
　
一
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
診
療
所
で
あ
り
、
同
法
に
よ
る
規
制

　
　
　
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
（
一
）
～
（
三
）
　
（
略
）

　
（
一
）
・
（
二
）
（
略
）

　
（
一
）
・
（
二
）
　
（
略
）

2
　
法
第
二
条
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
施
設

3
　
法
第
二
条
第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
施
設

4
　
法
第
二
条
第
三
項
第
四
号
に
掲
げ
る
施
設

五
　
（
略
）

　
1
　
（
略
）

　
2
　
（
略
）

　
　
（
一
）
　
法
第
二
条
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
施
設

　
　
　
イ
～
ホ
　
（
略
）

　
　
（
二
）
　
法
第
二
条
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
施
設

　
　
　
イ
～
ハ
　
（
略
）

　
　
（
三
）
　
法
第
二
条
第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
施
設

　
　
　
イ
～
ハ
　
（
略
）
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（
四
）
　
法
第
二
条
第
四
項
第
四
号
に
掲
げ
る
施
設

イ
～
ハ
（
略
）

六
～
八
（
略
）

（
四
）
　
法
第
二
条
第
三
項
第
四
号
に
掲
げ
る
施
設

イ
～
ハ
（
略
）

六
～
八
（
略
）
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○
　
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
旧
措
置
入
所
者
の
所
得
の
区
分
及
び
割
合

　
（
第
三
関
係
）

（
平
成
十
七
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
九
号
）
（
抄
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改
　
　
　
　
　
　
　
　
正
　
　
　
　
　
　
　
　
案

現
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行

　
介
護
保
険
法
施
行
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
四
号
）
第
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
旧
措
置
入
所
者
の
所
得
の
区
分
及
び
割
合
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
平
成
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
適
用
し
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
旧
措
置
入
所
者
の
所
得
の
区
分
及
び
割
合
（
平
成
十
二
年
厚
生
省
告
示
第
六
十
三
号
）
は
、
平
成
十
七
年
九
月
三
十
日
限
り
廃
止
す
る
。

　
介
護
保
険
法
施
行
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
四
号
）
第
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
旧
措
置
入
所
者
の
所
得
の
区
分
及
び
割
合
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
平
成
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
適
用
し
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
旧
措
置
入
所
者
の
所
得
の
区
分
及
び
割
合
（
平
成
十
二
年
厚
生
省
告
示
第
六
十
三
号
）
は
、
平
成
十
七
年
九
月
三
十
日
限
り
廃
止
す
る
。

た
だ
し
、
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
又
は
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
日
の
属
す
る
月
が
平
成
二
十
七
年
七
月
で
あ
る
旧
措
置
入
所
者
に
係
る

こ
の
告
示
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
表
の
二
の
項
中
「
四
月
か
ら
六
月
ま
で
」
と

あ
る
の
は
、
　
「
四
月
か
ら
七
月
ま
で
」
と
す
る
。
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O
　
介
護
保
険
法
第
五
十
一
条
の
三
第
二
項
第
一

　
示
第
四
百
十
三
号
）
（
抄
）

　
（
第
四
関
係
）

号
及
び
第
六
十
一
条
の
三
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
食
費
の
負
担
限
度
額

（
平
成
十
七
年
厚
生
労
働
省
告

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改
　
　
　
　
　
　
　
　
正
　
　
　
　
　
　
　
案

現
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行

　
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
一
条
の
二
第
二
項
第
一
号
及
び
第
六
十
一
条
の
二
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
介
護
保
険
法
第
五
十
一
条
の
二
第
二
項
第
一
号
及
び
第
六
十
一
条
の
二
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
食
費
の
負
担
限
度
額
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
平
成
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
特
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
目
の
属
す
る
月
が

平
成
二
十
七
年
七
月
で
あ
る
介
護
保
険
法
施
行
規
則
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令

第
三
十
六
号
）
第
八
十
三
条
の
五
第
一
号
に
掲
げ
る
者
又
は
特
定
介
護
予
防
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
る
目
の
属
す
る
月
が
平
成
二
十
七
年
七
月
で
あ
る
同
令
第
九
十

七
条
の
三
第
一
号
に
掲
げ
る
者
に
係
る
こ
の
告
示
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
表
の

四
の
項
中
「
一
月
か
ら
六
月
ま
で
」
と
あ
る
の
は
、
　
コ
月
か
ら
七
月
ま
で
」

と
す
る
。
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○
　
介
護
保
険
法
第
五
十
一
条
の
三
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
居
住
費
の
負
担
限
度
額
及
び
同
法
第
六
十
一
条
の
三
第
一

　
負
担
限
度
額
（
平
成
十
七
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
十
四
号
）
（
抄
）

　
（
第
五
関
係
）

一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
滞
在
費
の

　
　
（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改
　
　
　
　
　
　
　
正
　
　
　
　
　
　
　
案

現
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行

　
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
一
条
の
二
第
二
項
第
二
号
及
び
第
六
十
一
条
の
二
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
介
護
保
険
法
第
五
十
一
条
の
二
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
居
住
費
の
負
担
限
度
額
及
び
同
法
第
六
十
一
条
の
二
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
滞
在
費
の
負
担
限
度
額
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
平
成
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
特
定

　
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
一
条
の
二
第
二
項
第
二
号
及
び
第
六
十
一
条
の
二
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
介
護
保
険
法
第
五
十
一
条
の
二
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
居
住
費
の
負
担
限
度
額
及
び
同
法
第
六
十
一
条
の
二
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
滞
在
費
の
負
担
限
度
額
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
平
成
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
日
の
属
す
る
月
が
平
成
二
十
七
年
七
月
で
あ
る
介
護

保
険
法
施
行
規
則
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
三
十
六
号
）
第
八
十
三
条
の
五

第
一
号
に
掲
げ
る
者
又
は
特
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
日
の
属
す
る
月

が
平
成
二
十
七
年
七
月
で
あ
る
同
令
第
九
十
七
条
の
三
第
一
号
に
掲
げ
る
者
に

係
る
こ
の
告
示
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
表
の
二
の
項
中
コ
月
か
ら
六
月
ま
で

」
と
あ
る
の
は
、
　
「
一
月
か
ら
七
月
ま
で
」
と
す
る
。
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○
　
介
護
保
険
法
施
行
法
第
十
三
条
第
五
項
第
一

　
（
第
六
関
係
）

号
に
規
定
す
る
食
費
の
特
定
負
担
限
度
額

（
平
成
十
七
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
十
七
号
）
（
抄
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改
　
　
　
　
　
　
　
正
　
　
　
　
　
　
　
案

現
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行

　
介
護
保
険
法
施
行
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
四
号
）
第
十
三
条
第
五
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
介
護
保
険
法
施
行
法
第
十
三
条
第
五
項
第
一
号
に
規
定
す
る
食
費
の
特
定
負
担
限
度
額
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
平
成
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
又
は
指
定
介
護

福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
日
の
属
す
る
月
が
平
成
二
十
七
年
七
月
で
あ
る

介
護
保
険
法
施
行
規
則
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
三
十
六
号
）
第
百
七
十
二

条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
同
令
第
八
十
三
条
の
五
第
一
号
に
掲
げ
る
者
に
係

る
こ
の
告
示
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
表
の
四
の
項
中
コ
月
か
ら
六
月
ま
で
」

と
あ
る
の
は
、
　
「
一
月
か
ら
七
月
ま
で
」
と
す
る
。
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○
　
介
護
保
険
法
施
行
法
第
十
三
条
第
五
項
第
二
号
に
規
定
す
る
居
住
費
の
特
定
負
担
限
度
額

　
（
第
七
関
係
）

（
平
成
十
七
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
十
八
号
）
（
抄
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改
　
　
　
　
　
　
　
正
　
　
　
　
　
　
　
案

現
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行

　
介
護
保
険
法
施
行
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
四
号
）
第
十
三
条
第
五
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
介
護
保
険
法
施
行
法
第
十
三
条
第
五
項
第
二
号
に
規
定
す
る
居
住
費
の
特
定
負
担
限
度
額
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
平
成
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
又
は
指
定
介

　
介
護
保
険
法
施
行
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
四
号
）
第
十
三
条
第
五
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
介
護
保
険
法
施
行
法
第
十
三
条
第
五
項
第
二
号
に
規
定
す
る
居
住
費
の
特
定
負
担
限
度
額
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
平
成
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
目
の
属
す
る
月
が
平
成
二
十
七
年
七
月
で
あ

る
介
護
保
険
法
施
行
規
則
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
三
十
六
号
）
第
百
七
十

二
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
同
令
第
八
十
三
条
の
五
第
一
号
に
掲
げ
る
者
に

係
る
こ
の
告
示
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
表
の
三
の
項
中
コ
月
か
ら
六
月
ま
で

」
と
あ
る
の
は
、
　
「
一
月
か
ら
七
月
ま
で
」
と
す
る
。
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○
　
社
会
福
祉
士
介
護
福
祉
士
養
成
施
設
指
定
規
則
第
七
条
の
二
第
一
号
ホ
及
び
社
会
福
祉
士
介
護
福
祉
士
学
校
指
定
規
則
第
七
条
の
二
第
一
号
ホ
に
規
定
す

　
る
厚
生
労
働
大
臣
が
別
に
定
め
る
基
準
（
平
成
二
十
三
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
十
四
号
）
（
抄
）

　
（
第
八
関
係
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改
　
　
　
　
　
　
　
正
　
　
　
　
　
　
　
案

現
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行

　
社
会
福
祉
士
介
護
福
祉
士
養
成
施
設
指
定
規
則
（
昭
和
六
十
二
年
厚
生
省
令
第
五
十
号
）
第
七
条
の
二
第
一
号
ホ
及
び
社
会
福
祉
士
介
護
福
祉
士
学
校
指
定
　
　
　
　
　
　
　
　
文
部
科
学
省
規
則
（
平
成
二
十
年
　
　
　
　
　
令
第
二
号
）
第
七
条
の
二
第
一
号
ホ
の
規
定
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
省
に
基
づ
き
、
社
会
福
祉
士
介
護
福
祉
士
養
成
施
設
指
定
規
則
第
七
条
の
二
第
一
号
ホ
及
び
社
会
福
祉
士
介
護
福
祉
士
学
校
指
定
規
則
第
七
条
の
二
第
一
号
ホ
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
別
に
定
め
る
基
準
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
平
成
二

　
社
会
福
祉
士
介
護
福
祉
士
養
成
施
設
指
定
規
則
（
昭
和
六
十
二
年
厚
生
省
令
第
五
十
号
）
第
七
条
の
二
第
一
号
ホ
及
び
社
会
福
祉
士
介
護
福
祉
士
学
校
指
定
　
　
　
　
　
　
　
　
文
部
科
学
省
規
則
（
平
成
二
十
年
　
　
　
　
　
令
第
二
号
）
第
七
条
の
二
第
一
号
ホ
の
規
定
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
省
に
基
づ
き
、
社
会
福
祉
士
介
護
福
祉
士
養
成
施
設
指
定
規
則
第
七
条
の
二
第
一
号
ホ
及
び
社
会
福
祉
士
介
護
福
祉
士
学
校
指
定
規
則
第
七
条
の
二
第
一
号
ホ
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
別
に
定
め
る
基
準
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
平
成
二

十
八
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。
（
略
）

十
七
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。
（
略
）

一10一



事　　務　　連　　絡

平成26年6月25日

各都道府県介護保険主管部（局）　御中

厚生労働省老健局振興課

介護予防・日常生活支援総合事業及び地域密着型通所介護に係る経過措置について

　「地域における医療及び介護の総合的な確保を推進するための関係法律の整備等に関す

る法律」　（平成26年法律第83号。以下「医療介護総合確保推進法」という。）について

は、本日公布されたところです。

　また、本日、　「地域における医療及び介護の総合的な確保を推進するための関係法律の

整備等に関する法律の施行に伴う厚生労働省関係省令の整備等に関する省令」（平成26年

厚生労働省令第71号。以下「整備省令」という。）があわせて公布され、本日から施行す

ることとされています。

　医療介護総合確保推進法及び整備省令のうち、本日から施行することとされている介護

予防・日常生活支援総合事業（以下「総合事業」という。）及び地域密着型通所介護の経

過措置の概要については、　「「地域における医療及び介護の総合的な確保を推進するため

の関係法律の整備等に関する法律」の一部の施行等について」　（平成26年6月25日付け

医政発0625第1号・社援発0625第1号・老発0625第1号）及び「「地域における医療及

び介護の総合的な確保を推進するための関係法律の整備等に関する法律の施行に伴う厚生

労働省関係省令の整備等に関する省令」の施行等に伴う留意事項について」（平成26年6

月25日付け老計発0625第1号・老振発0625第1号。以下「留意事項通知」という。）に

より、既にお示ししているところです。

　これらの経過措置による総合事業及び地域密着型通所介護のみなし指定の詳細について

は、現時点で下記のとおり検討しているので、貴職におかれましては、これを御了知いた

だくとともに、管内市町村等に周知をお願いいたします。なお、下記については、今後の

検討により変更の可能性があることに御留意ください。

　また、総合事業及び地域密着型通所介護の概要については、今後開催する会議等におい

て示すことを予定しています。

記

1．総合事業に係るみなし指定

　（1）みなし指定の趣旨

　　　予防給付の介護予防訪問介護、介護予防通所介護等を総合事業として市町村に円滑
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に移行するためには、市町村の事務負担の軽減を図ることが必要だと考えている。こ

のため、総合事業による事業者の指定については、事業開始時における市町村の事務

負担を軽減するため、留意事項通知第2の1のとおり、みなし指定の枠組みを設けて

いる（医療介護総合確保推進法附則第13条ただし書）。

（2）総合事業に係るみなし指定の有効期間

　　総合事業に係るみなし指定については、その効力が平成27年4月1日から生じ、

　その有効期間については、第6期事業計画期間における経過措置として、原則平成

　27年4月から平成30年3月末までの3年間とするが、市町村が平成27年4月まで

　にその有効期間を定めた場合にはその定める期間とする予定である（今後政省令等で

　規定予定）。

　　そのため、例えば介護予防・生活支援サービスの基盤整備が充実している市町村に

　おいては、総合事業に係るみなし指定の有効期間をあらかじめ2年と定めること等も

　可能である。

　　なお、予防給付から総合事業への移行期間中である平成27年度から平成29年度ま

　での間にあっては、予防給付による指定（介護予防サービス事業者の指定）の効力も

　残るため、総合事業に係るみなし指定について「別段の申出」をしない事業者につい

　ては、市町村による総合事業の指定と、都道府県等による予防給付の指定の2つが効

　力を生じる。

（3）総合事業に係るみなし指定事業者の基準やサービス単価、利用者負担

　　総合事業においては、高齢者の多様なニーズに対応した多様なサービスが市町村

　ごと展開され、指定事業者の基準やサービス単価、利用者負担についてはその内容

　に応じて市町村が定めることが原則であるが、そのうち、総合事業に係るみなし指

　定を受けた事業者が提供するサービスの基準やサービス単価、利用者負担割合につ

　いては、国が定めたものを勘案して市町村が定めるものとする予定である。なお、

　国が定める具体的な基準やサービス単価、利用者負担割合については予防給付によ

　るものを踏まえた内容とする予定である（平成27年度介護報酬改定等の改定につい

　ても反映する予定である）。

　　また、当該事業者について、平成30年4月1日（※）以降も事業を継続する場

　合には、市町村から総合事業の指定の更新を受ける必要がある。

　※　みなし指定の有効期間を市町村が独自に定める場合は、当該期間の満了日以降。

（4）総合事業に係るみなし指定の効力の範囲

　　総合事業に係るみなし指定は、現行の予防給付の指定からの円滑な移行のため、

　全市町村に効力が及ぶこととされている。このため、市町村において、国の定める

　有効期間、基準等と異なる取扱いをする場合は、事前に当該市町村の区域内に所在

　する事業所だけではなく、当該市町村の被保険者が利用している当該市町村の区域

　外の事業所に対しても周知する等、総合事業によるサービスが円滑に提供されるよ

2



う周知等を行うことが適当である。

　総合事業に係るみなし指定の有効期間が満了し、更新を行う場合は、その効力は、

各市町村の区域内においてその効力が及ぶため、事業所が所在している市町村（A

市町村）以外の市町村（B市町村）の被保険者が利用している事業所については、

A市町村の指定更新とともに、B市町村の指定更新が必要となる。

　なお、総合事業について、実施を猶予して平成27年4月から実施しない市町村も

想定されるところであるが、医療介護総合確保推進法においては、そのような市町

村においても総合事業に係るみなし指定の効力は生じる。

※　予防給付の介護予防訪問介護等に係る指定介護予防サービス事業者による指定

　については、平成27年4月以降であっても新たな指定や更新を受けることは可能

　である。ただし、その場合にあっては、総合事業に係るみなし指定の対象となら

　ない。

（5）総合事業に係るみなし指定を希望しない介護予防サービス事業者の申出

　　医療介護総合確保推進法附則第13条ただし書によるみなし指定を希望しない介

　護予防サービス事業者による申出については、当該事業所が所在する都道府県知事

　及び市町村長（他の市町村の被保険者が利用している場合には、当該他市町村長）

　に提出することになっているが、当該申出については施行日以降に都道府県が取り

　まとめて、それを踏まえて、各サービスの事業所台帳を作成し、都道府県から国民

　健康保険団体連合会に事業者情報を送付することになる。

　　また、介護予防サービス事業者は当該申出を行う際には、総合事業に移行した利

　用者が当該事業者によるサービスを利用できなくなるため、当該利用者が他事業所

　等において継続的に同様のサービスを受けることができるよう、利用者やケアマネ

　ジメントを行う地域包括支援センター等と十分調整する必要がある。併せて、市町

　村においても、当該申出があった場合には、必要に応じて、利用者が継続的にサー

　ビスを受けることができるよう、事前に利用者や地域包括支援センターに周知する

　など必要な措置を講じる必要がある。

　　当該申出に係る規定については、本日から施行され、その申出は総合事業に係る

　規定の施行日の前日（平成27年3月31日）までに行われることとなっていること

　から、市町村及び都道府県においては、介護予防サービス事業者から当該申出があ

　つた場合には、総合事業への円滑な移行が図られるよう上記のとおり適切に対応さ

　れたい。

　　総合事業における事業者の指定事務の詳細及び、総合事業への移行に当たっての

　都道府県及び市町村における具体的な事務については、別に会議等で示すことを予

　定している。

3．地域密着型通所介護に係るみなし指定

　（1）みなし指定の趣旨

　　　　小規模の通所介護を地域密着型通所介護として市町村に円滑に移行するためには、
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市町村及び通所介護（利用定員が改正後の法第8条第7項の厚生労働省令で定める

数未満であるものに限る。以下同じ。）を行う事業者の事務負担の軽減を図ることが

必要だと考えている。このため、地域密着型通所介護の指定については事業開始時

における市町村等の事務負担を軽減するため、留意事項通知第2の2のとおり、み

なし指定の枠組みを設けている。

（2）地域密着型通所介護に係るみなし指定の有効期間

　　地域密着型通所介護に係るみなし指定の有効期間については、施行日から効力を

　生じるものだが、その有効期間の満了日は改正前の通所介護の指定を受けた日から

　6年経過した日までとする予定である。

（3）地域密着型通所介護に係るみなし指定の効力の範囲

　　地域密着型通所介護に係るみなし指定は、円滑な移行のため、①当該事業を行う

　事業所の所在地の市町村及び②施行日の前日において他の市町村の被保険者が通所

　介護を利用していた場合には当該他の市町村に効力が及ぶ。

（4）地域密着型通所介護に係るみなし指定事業者の基準・介護報酬

　　地域密着型通所介護に係るみなし指定を受けた通所介護を行う事業者が提供する

　サービスの基準や介護報酬については、他の地域密着型サービスと同様、その基準に

　ついては国が定めたものを勘案して市町村が条例で定めるものとされ、介護報酬につ

　いては原則国が定めるものとされている。

　　また、サービスの基準を定める市町村の条例の制定については、施行日から1年間

　は猶予されており（医療介護総合確保推進法附則第21条）、その間、当該条例を定め

　ていない市町村においては厚生労働省令で定める基準が適用される。

　　なお、国が定める基準や介護報酬については平成27年度介護報酬改定等の改定に

　あわせて、示す予定である。

（5）地域密着型通所介護に係るみなし指定を希望しない通所介護を行う事業者の申出

　　医療介護総合確保推進法附則第20条ただし書によるみなし指定を希望しない通

　所介護を行う事業者による申出については、当該事業所が所在する都道府県知事及

　び市町村長（他の市町村の被保険者が利用している場合には、当該他市町村長）に

　提出することになっているが、当該申出については施行日以降に都道府県が取りま

　とめて、それを踏まえて、事業所台帳を作成し、都道府県から国民健康保険団体連

　合会に事業者情報を送付することになる。

　　また、通所介護を行う事業者は当該申出を行う際には、利用者が当該事業者によ

　るサービスを利用できなくなることがあるため、当該利用者が他事業所等において

　継続的に同様のサービスを受けることができるよう、利用者やケアマネジメントを

　行う居宅介護支援事業所等と十分調整する必要がある。併せて、市町村においても、

　当該申出があった場合には、必要に応じて、利用者が継続的にサービスを受けるこ
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とができるよう、事前に利用者や居宅介護支援事業所に周知するなど必要な措置を

講じる必要がある。

　当該申出に係る規定については、本日から施行され、その申出は地域密着型通所

介護に係る規定の施行日（平成28年4月までの間であって政令で定める日）の前日

までに行われることとなっていることから、市町村及び都道府県においては、通所

介護を行う事業者から当該申出があった場合には、地域密着型通所介護への円滑な

移行が図られるよう上記のとおり適切に対応されたい。

　地域密着型通所介護に係る指定事務の詳細及び、地域密着型通所介護への移行に

当たっての都道府県及び市町村における具体的な事務については、別に会議等で示

すことを予定している。

（6）留意事項

　　地域密着型通所介護の指定を受けたものとみなされた事業者については、地域密

　着型通所介護に係る規定の施行日に、居宅サービスの通所介護の指定の効力が失わ

　れることとされている（医療介護総合確保推進法附則第20条第2項）ため、現在そ

　の利用定員は厚生労働省令で定める数未満であるが、引き続き居宅サービスの通所

　介護として事業を行う事業者は、当該施行日の前日までにその利用定員を厚生労働

　省令で定める数以上に変更し、都道府県知事にその旨を届け出る必要がある。
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総合事業と地域密着型通所介護のみなし指定（現時点で検討しているもの）
○総合事業への移行では、予防給付（介護予防サービス）と総合事業の指定が並立する。地域密着型通所介護への
　移行では、定員数により地域密着型通所介護か通所介護かのいずれかに移行する。

Oみなし指定の有効期間は、総合事業が平成27年4月から3年間（市町村が定める場合はその期間）、地域密着型
　通所介護が平成28年4月までの間で政令で定める施行日から移行前の通所介護の有効期間が終了するまでとなる。
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